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　日本古代の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。イメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。方が多いと思いますが。が多いと思いますが。多いと思いますが。いと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。思いますが。いますが多いと思いますが。。
実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出雲からやって来た神々　　　　　　王朝（銅鐸文明圏）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。あって来た神々　　　　　　、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして九州王朝（銅矛文明圏）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、そして来た神々　　　　　　
近畿王朝（現代まで続いております。）になっていったと考えられます。続いております。）になっていったと考えられます。いて来た神々　　　　　　おります。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなって来た神々　　　　　　いった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。

　銅鐸に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。えば、出雲からやって来た神々　　　　　　が多いと思いますが。侵略（国譲り）を受り）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。受
けた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。銅鐸勢力が逃げていったのが、近畿が多いと思いますが。逃げていったのが、近畿げて来た神々　　　　　　いった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、近畿
地方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。図の銅鐸文化圏というの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。銅鐸文化圏と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。銅鐸文化圏が多いと思いますが。敗れたあとの勢力図だっれた神々　　　　　　あと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。勢力が逃げていったのが、近畿図の銅鐸文化圏というだっ
た神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受りで続いております。）になっていったと考えられます。、出雲からやって来た神々　　　　　　が多いと思いますが。支配された事により、近畿された神々　　　　　　事により、近畿に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてより、近畿
地方が多いと思いますが。へ、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。段階で、更に２つの集団が東方（信州で続いております。）になっていったと考えられます。、更に２つの集団が東方（信州に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして２つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。集団が東方（信州が多いと思いますが。東方が多いと思いますが。（信州、
関東）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。へ脱出した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。

　１つは、タケミナカタ神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして象徴される諏訪族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神される方が多いと思いますが。諏訪族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神で続いております。）になっていったと考えられます。、各地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして道祖神をイメージする方が多いと思いますが。分布させながら諏訪神させなが多いと思いますが。ら諏訪神
社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川て来た神々　　　　　　て来た神々　　　　　　いきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。た神々　　　　　　て来た神々　　　　　　た神々　　　　　　アラ・アヤ族で、関東各地に氷川族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神で続いております。）になっていったと考えられます。、関東各地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして氷川
神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。創建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川し、やが多いと思いますが。て来た神々　　　　　　朝鮮半島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にからの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。渡来た神々　　　　　　人「今来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。カラ人」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。共存しながら関東地方にしなが多いと思いますが。ら関東地方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
広く展開していきます。く展開していきます。展開していきます。して来た神々　　　　　　いきます。
　氷川神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川伝によれば、孝昭天皇に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよれば、孝昭天皇3年4月の創建という。「国造本紀」によると、初の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。創建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう。「国造本紀」によると、初」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、初
代无邪志国造（むざしの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。く展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みやつこ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。兄多いと思いますが。毛比命（えた神々　　　　　　もひの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は成務天皇
（第13代天皇）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出雲からやって来た神々　　　　　　族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神をイメージする方が多いと思いますが。ひきつれて来た神々　　　　　　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして移住し、祖神を祀って氏神としてし、祖神をイメージする方が多いと思いますが。祀って氏神としてって来た神々　　　　　　氏神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　、
当社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。奉崇したという。この一帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）は出雲からやって来た神々　　　　　　族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神が多いと思いますが。開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）した神々　　　　　　地で続いております。）になっていったと考えられます。あり、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川国造（无邪志国造）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
は出雲からやって来た神々　　　　　　国造と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。同族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。され、社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「氷川」と共存しながら関東地方にも出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。簸川（ひかわ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして由来た神々　　　　　　する方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう説がが多いと思いますが。
あります。
解説が：国造本紀」によると、初【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀こく展開していきます。ぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀】は、『先代旧事本紀は、『先代旧事本紀先代旧事により、近畿本紀」によると、初(せんだいく展開していきます。じほんぎ】は、『先代旧事本紀)』の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。巻第
10に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてあた神々　　　　　　る方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川巻の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。書。『先代旧事本紀旧事により、近畿本紀」によると、初』は聖徳太子の撰の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。撰(せん)と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう序文をイメージする方が多いと思いますが。有するが、平安する方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、平安
初期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてつく展開していきます。られた神々　　　　　　偽書と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。される方が多いと思いますが。。しかし、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なかの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。巻第3「天神本紀」によると、初」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川部、巻第5
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「天孫本紀」によると、初」と共存しながら関東地方に、それに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「国造本紀」によると、初」と共存しながら関東地方には、他のいずれの文献にもみえない独自の所伝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いずれの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。文献にもみえない独自の所伝に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてもみえない独自の所伝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。所伝によれば、孝昭天皇
をイメージする方が多いと思いますが。載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造せて来た神々　　　　　　いて来た神々　　　　　　注目される。「国造本紀」は、大倭国造される方が多いと思いますが。。「国造本紀」によると、初」と共存しながら関東地方には、大倭国造(やまと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。く展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みやつこ)以下全国で続いております。）になっていったと考えられます。
130余りの国造を列挙し、それぞれに国造任命時代、初代国造名を簡単に記したものでありの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国造をイメージする方が多いと思いますが。列挙し、それぞれに国造任命時代、初代国造名を簡単に記したものであし、それぞれに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして国造任命時代、初代国造名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がをイメージする方が多いと思いますが。簡単に記したものであに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして記したものであした神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。あ
る方が多いと思いますが。。それらの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なかに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては和泉(いずみ)、摂津、丹後(た神々　　　　　　んご)、美作(みまさか)など後世の国後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国
司を記載したところもあり、また无邪志をイメージする方が多いと思いますが。記したものであ載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころもあり、また神々　　　　　　无邪志(むさし)と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。胸刺(むさし)、加我(かが多いと思いますが。)と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。加冝(か
が多いと思いますが。)など後世の国紛らわしいものもあるが、概してかなり信用できる古伝によっていると思われ、らわしいもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もある方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、概してかなり信用できる古伝によっていると思われ、して来た神々　　　　　　かなり信用できる古伝によっていると思われ、で続いております。）になっていったと考えられます。きる方が多いと思いますが。古伝によれば、孝昭天皇に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。思いますが。われ、
古代史研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。貴重な史料となる。出典：日本大百科全書な史料となる。出典：日本大百科全書と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なる方が多いと思いますが。。出典：日本大百科全書(ニッポニカ)「国造本紀」によると、初」と共存しながら関東地方に
　一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川方が多いと思いますが。、氷川神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。摂社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして「門客人（カドマロウド）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。（現在も氷川神社社殿も氷川神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川殿
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。東隣に鎮座）。元々は「荒脛巾（あらはばき）神社」と呼ばれていたもので、アラハバに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして鎮座）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。元々は「荒脛巾（あらはばき）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呼ばれていたもので、アラハバばれて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、アラハバ
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キが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在が多いと思いますが。「客人神」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　祀って氏神としてられて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。アラハバキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は氷川神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地主神で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。現在も氷川神社社殿
祀って氏神としてられて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神は、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川国造一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして乗り込んできたもので、先住り込んできたもので、先住んで続いております。）になっていったと考えられます。きた神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、先住し、祖神を祀って氏神として
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神が多いと思いますが。アラハバキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みられる方が多いと思いますが。。
ちなみに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、門客人は、カドマロウドと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。読むそうです。むそうで続いております。）になっていったと考えられます。す。
”火の神事”＝大湯祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神事により、近畿”＝大湯祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人は、ど後世の国うやら門客人神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祀って氏神としてりごと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。い伝によれば、孝昭天皇えの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ようで続いております。）になっていったと考えられます。す。門客人
神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。調べて見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとべて来た神々　　　　　　見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、出雲からやって来た神々　　　　　　族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神が多いと思いますが。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてやって来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地元神だと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
いいます。地元の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のようが多いと思いますが。先に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしていて来た神々　　　　　　、あと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。から出雲からやって来た神々　　　　　　族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神が多いと思いますが。やって来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。訳だから、なにか逆のようだから、なに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてか逆のようの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。よう
な気がする。門客人神社のことを、荒脛巾（アラハバキ）神社とも言うらしい。”マロウが多いと思いますが。する方が多いと思いますが。。門客人神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。、荒脛巾（アラハバキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うらしい。”マロウ
ド”と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。か”アラハバキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在”と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。か、言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。葉が日本語とも思えなくなる。が多いと思いますが。日本語とも思えなくなる。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も思いますが。えなく展開していきます。なる方が多いと思いますが。。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ほか、景行天皇の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。皇子の撰・日本武尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにが多いと思いますが。東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして負傷し、夢枕に現れた老人の教えにし、夢枕に現れた老人の教えにに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして現れた神々　　　　　　老人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。教えにえに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかって来た神々　　　　　　当社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかで続いております。）になっていったと考えられます。た神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころ、立て来た神々　　　　　　る方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう伝によれば、孝昭天皇説がが多いと思いますが。残されている。このことかされて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。か
ら本地域を「足立」と称するようになったとされます。をイメージする方が多いと思いますが。「足立」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。称するようになったとされます。する方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。されます。
解説が：摂社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀せっしゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま】は、『先代旧事本紀神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つ。本社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして付属し、その祭神と縁故の深い神をまし、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。縁故の深い神をまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。深い神をまい神をイメージする方が多いと思いますが。ま
つった神々　　　　　　神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川。本社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。末社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもし、本社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。境内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。境内にあるものを境内摂社、境外にあるも摂社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。も
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。境外にあるも摂社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう。出典：精選版 日本国語とも思えなくなる。大辞典「摂社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方に
解説が：あらはばき神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は、記したものであ紀」によると、初神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがや伝によれば、孝昭天皇統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがな民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがなど後世の国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして登場しない謎の神で諸説あるがしない謎の神で諸説あるがの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。諸説がある方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、
「荒覇吐」「荒吐」「荒脛巾」「阿良波々岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社」と共存しながら関東地方に「荒吐」「荒吐」「荒脛巾」「阿良波々岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社」と共存しながら関東地方に「荒脛巾」と共存しながら関東地方に「阿良波々岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社」と共存しながら関東地方になど後世の国と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。表示され、現代でも全国各地の神社され、現代で続いております。）になっていったと考えられます。も全国各地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川
で続いております。）になっていったと考えられます。ひっそり祀って氏神としてられて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。但し、客人神（門客神）となっている例が多い。これは、し、客人神（門客神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。例が多い。これは、が多いと思いますが。多いと思いますが。い。これは、
「元々は主神だった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、客人（まれびと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、まろうど後世の国）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして主客転倒したもの」といわした神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いわ
れる方が多いと思いますが。（地主神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。は、脛（はぎ】は、『先代旧事本紀）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして佩く「脛巾（はばき）」の神、また「足の神」く展開していきます。「脛巾（はばき）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神、また神々　　　　　　「足の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神」と共存しながら関東地方に
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。されて来た神々　　　　　　きた神々　　　　　　。（多いと思いますが。賀城市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等をの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。荒脛巾神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神「おきゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をまく展開していきます。さん」と共存しながら関東地方には、旅人らから脚絆等ををイメージする方が多いと思いますが。
奉げられて来た神々　　　　　　きた神々　　　　　　が多いと思いますが。、下半身全般をも癒すとされ、男根像も奉げられる。（金精神）をイメージする方が多いと思いますが。も癒すとされ、男根像も奉げられる。（金精神）すと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。され、男根像も奉げられる。（金精神）も奉げられる方が多いと思いますが。。（金精神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』
　祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神が多いと思いますが。ど後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。かは、以下の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして多いと思いますが。く展開していきます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。議論がなされてきました。が多いと思いますが。なされて来た神々　　　　　　きました神々　　　　　　。
　平安時代中期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。『先代旧事本紀延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま神名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が帳』では一座として記載されています。』で続いております。）になっていったと考えられます。は一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川座と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　記したものであ載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造されて来た神々　　　　　　います。
    • 日本武尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに時、須佐之男命をイメージする方が多いと思いますが。勧請したとする説（吉田兼永）。した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。説が（吉田兼永）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。
    • 須佐之男命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。説が（『先代旧事本紀大日本神祇史』）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。
    • 男体社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川：須佐之男命（相殿に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして伊弉諾、日本武尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに、大己貴）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、女体社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川：奇稲田姫命　
　　（相殿に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして天照太神宮、伊弉冉、三穂津姫、弟橘媛）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、簸王子の撰社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川：大己貴と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。説が
　　（『先代旧事本紀風土記したものであ稿』）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。
    • 男体社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川：伊弉諾、女体社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川：伊弉冉、簸王子の撰社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川：軻遇突智とする説と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。説が
　　（『先代旧事本紀大宮氷川太明神縁起之書』）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。〕
　　出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』
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　神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがで続いております。）になっていったと考えられます。は、大国主の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。子の撰タケミナカタ（建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は高天原からやってきたタケミカヅからやって来た神々　　　　　　きた神々　　　　　　タケミカヅ
チ（建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御雷神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして術で破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。で続いております。）になっていったと考えられます。破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。れた神々　　　　　　後、諏訪まで続いております。）になっていったと考えられます。逃げていったのが、近畿げ延びた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。され、諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なった神々　　　　　　。
（諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。起源については、タケミナカタ神話のほかにもう一つ甲賀三郎伝説がある）に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　は、タケミナカタ神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ほかに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてもう一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つ甲賀三郎伝によれば、孝昭天皇説がが多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
解説が：甲賀三郎（こうが多いと思いますが。さぶろう）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、長野県諏訪地方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇説がの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。主人公の名前。地底の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が前。地底の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国
に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして迷いこみ彷徨い、後に地上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さいこみ彷徨い、後に地上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さい、後に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして地上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さる方が多いと思いますが。も蛇体（また神々　　　　　　は龍）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なり諏訪の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなった神々　　　　　　など後世の国、さ
まざまな伝によれば、孝昭天皇説がが多いと思いますが。残されている。このことかされて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。近江を舞台にした伝説もある。をイメージする方が多いと思いますが。舞台にした伝説もある。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてした神々　　　　　　伝によれば、孝昭天皇説がもある方が多いと思いますが。。
　鎌倉時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては諏訪上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人をイメージする方が多いと思いますが。務めた神々　　　　　　諏訪氏（神氏）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。武士化して来た神々　　　　　　北条得宗家の御内人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御内にあるものを境内摂社、境外にあるも人
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なり、諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川が多いと思いますが。鎌倉幕府の庇護を受けるにつれて諏訪信仰が全国に広まり、軍神としの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。庇護を受けるにつれて諏訪信仰が全国に広まり、軍神としをイメージする方が多いと思いますが。受ける方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてつれて来た神々　　　　　　諏訪信仰が全国に広まり、軍神としが多いと思いますが。全国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして広く展開していきます。まり、軍神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。し
て来た神々　　　　　　多いと思いますが。く展開していきます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。武士から信仰が全国に広まり、軍神としをイメージする方が多いと思いますが。集めた神々　　　　　　。諏訪氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。始祖が多いと思いますが。 8歳の時に諏訪明神（建御名方神）に自の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。時に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして諏訪明神（建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして自の所伝
分の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のける方が多いと思いますが。神体と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　選ばれた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう伝によれば、孝昭天皇承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のから、大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人代々は現人神、すなわち諏訪明神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
後裔で明神そのものとして崇敬された。諏訪氏がこれを利用して権力を振るい、諏訪神党で続いております。）になっていったと考えられます。明神その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　崇したという。この一帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）敬された。諏訪氏がこれを利用して権力を振るい、諏訪神党された神々　　　　　　。諏訪氏が多いと思いますが。これをイメージする方が多いと思いますが。利用できる古伝によっていると思われ、して来た神々　　　　　　権力が逃げていったのが、近畿をイメージする方が多いと思いますが。振るい、諏訪神党る方が多いと思いますが。い、諏訪神党
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。称するようになったとされます。される方が多いと思いますが。武士団が東方（信州をイメージする方が多いと思いますが。形成して来た神々　　　　　　いく展開していきます。。
　しかし、幕府の庇護を受けるにつれて諏訪信仰が全国に広まり、軍神とし滅亡後に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして起こった神々　　　　　　中先代の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。乱で諏訪氏の権威は失墜し、カリスマ性を失っで続いております。）になっていったと考えられます。諏訪氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。権威は失墜し、カリスマ性を失っは失墜し、カリスマ性を失っし、カリスマ性を失っをイメージする方が多いと思いますが。失っ
た神々　　　　　　大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人から氏人は離れた。この時代には大祝家直伝の縁起譚ではなくもっと在地の風景にれた神々　　　　　　。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人家の御内人直伝によれば、孝昭天皇の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。縁起譚ではなくもっと在地の風景にで続いております。）になっていったと考えられます。はなく展開していきます。もっと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。在も氷川神社社殿地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。風景に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
根付いた神々　　　　　　縁起が多いと思いますが。求められた影響で、各地に諏訪氏や大祝とは絡みのない新たな「諏訪縁められた神々　　　　　　影響で、各地に諏訪氏や大祝とは絡みのない新たな「諏訪縁で続いております。）になっていったと考えられます。、各地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして諏訪氏や大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は絡みのない新たな「諏訪縁みの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ない新たな「諏訪縁た神々　　　　　　な「諏訪縁
起」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。同時多いと思いますが。発的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして発生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のした神々　　　　　　。諏訪の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神をイメージする方が多いと思いますが。武士と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　描く甲賀三郎伝説はその中の一つでく展開していきます。甲賀三郎伝によれば、孝昭天皇説がはその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つで続いております。）になっていったと考えられます。
ある方が多いと思いますが。。出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』
　一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、諏訪地域を「足立」と称するようになったとされます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして伝によれば、孝昭天皇わる方が多いと思いますが。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがで続いております。）になっていったと考えられます。はタケミナカタ（建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神：諏訪明神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。諏訪に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして侵
入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御した神々　　　　　　征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　描く甲賀三郎伝説はその中の一つでかれて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。これに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先住し、祖神を祀って氏神として神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。洩矢神（守矢氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。遠祖）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御
名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。対抗しようとして戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っしようと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っいをイメージする方が多いと思いますが。挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っむも敗れたあとの勢力図だっれ、最終的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして諏訪の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。統治権をイメージする方が多いと思いますが。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして譲り）を受っ
た神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。われて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。
　タケミナカタの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。逃げていったのが、近畿走ルートはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入ルートはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入はほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入解明されて来た神々　　　　　　いて来た神々　　　　　　。出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。美保から逃れ、能登半島の入から逃げていったのが、近畿れ、能登半島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御
口石川県羽咋市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を（はく展開していきます。いし）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。南隣に鎮座）。元々は「荒脛巾（あらはばき）神社」と呼ばれていたもので、アラハバ、志雄町付近に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして逃げていったのが、近畿げ、さらに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして船で日本海を北上し、越で続いております。）になっていったと考えられます。日本海を北上し、越をイメージする方が多いと思いますが。北上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さし、越
後から信濃川沿いに内陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にいに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして内にあるものを境内摂社、境外にあるも陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御り、長岡－長野－上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にをイメージする方が多いと思いますが。経て諏訪にて来た神々　　　　　　諏訪に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御った神々　　　　　　。途中の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ田市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等をの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に足島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（いく展開していきます。しまた神々　　　　　　る方が多いと思いますが。しまじんじゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。は、「神代の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。昔、
タケミナカタ神が多いと思いますが。信濃川をイメージする方が多いと思いますが。遡り、諏訪へ逃げようとして、この地に滞在した時、地元のり、諏訪へ逃げていったのが、近畿げようと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして滞在も氷川神社社殿した神々　　　　　　時、地元の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
人々が多いと思いますが。米粥を煮て献上した」という故事を、御籠祭として継承している。をイメージする方が多いと思いますが。煮て献上した」という故事を、御籠祭として継承している。て来た神々　　　　　　献にもみえない独自の所伝上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さした神々　　　　　　」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう故の深い神をま事により、近畿をイメージする方が多いと思いますが。、御籠祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　継承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のして来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。
　大国主の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国造りの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。頃の話として、辰野町の矢彦神社には、子のコトシロヌシ（事代主の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　、辰野町の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。矢彦神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、子の撰の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。コトはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入シロヌシ（事により、近畿代主
神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。タケミナカタ（建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかえ、当地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして立ち寄ったとの言い伝えもある。った神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。い伝によれば、孝昭天皇えもある方が多いと思いますが。。
　『先代旧事本紀諏訪明神絵詞』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよれば、「古い時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして外にあるも部からタケミナカタの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神が多いと思いますが。侵入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御して来た神々　　　　　　きた神々　　　　　　時、
それをイメージする方が多いと思いますが。天竜川河口で続いております。）になっていったと考えられます。迎え撃ったのがモレヤの神であったが、戦いに敗れた」と記されていえ撃ったのがモレヤの神であったが、戦いに敗れた」と記されていった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。モレヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　が多いと思いますが。、戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っいに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして敗れたあとの勢力図だっれた神々　　　　　　」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。記したものであされて来た神々　　　　　　い
る方が多いと思いますが。。つまり、タケミナカタは外にあるも来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。、先住し、祖神を祀って氏神として民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のようの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神はモレヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ミサクチの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あっ
た神々　　　　　　。戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして勝利した神々　　　　　　タケミナカタは諏訪大明神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なり、負けた神々　　　　　　モレヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。子の撰孫の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。守矢氏は神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。筆頭神官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なった神々　　　　　　。また神々　　　　　　守矢家の御内人は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。関係があるという説や家紋の「丸に十字」が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう説がや家の御内人紋の「丸に十字」の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「丸に十字」に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして十字」」と共存しながら関東地方に
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に津家の御内人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。同じ紋の「丸に十字」章は、「羊を象徴する古代シュメールの楔形文字」とする説もある。は、「羊を象徴する古代シュメールの楔形文字」とする説もある。をイメージする方が多いと思いますが。象徴される諏訪族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神する方が多いと思いますが。古代シュメールの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。楔形文字」」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。説がもある方が多いと思いますが。。
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解説が：『先代旧事本紀諏方が多いと思いますが。大明神画詞』（すわだいみょう
じんえこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ば）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、長野県の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。諏訪地域を「足立」と称するようになったとされます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして鎮座
する方が多いと思いますが。諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。縁起。1356年（正平11年 / 
延文1年）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。成立。全12巻。著者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御は諏訪円忠
（小坂円忠）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。
　文明４年（1472）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、伊那出身の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。僧宗詢
（そうじゅん）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。高野山悉地院（しっちい
ん）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、先師盛円法師の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。所持されるものを借される方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。借
り、安居の間に筆写したもので、諏訪では上の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして筆写したもので、諏訪では上した神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、諏訪で続いております。）になっていったと考えられます。は上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ
社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川権祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人家の御内人に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして伝によれば、孝昭天皇えられて来た神々　　　　　　「権祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人本」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。よばれ、
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ち神長官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」家の御内人に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてうつって来た神々　　　　　　、いまその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。家の御内人に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして所蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川
され、県宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。をイメージする方が多いと思いますが。受けて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。美濃紙六十一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川枚に筆書した詞章である。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして筆書した神々　　　　　　詞章は、「羊を象徴する古代シュメールの楔形文字」とする説もある。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
「右の写真：権祝本」　出典の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。写したもので、諏訪では上真：権祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人本」と共存しながら関東地方に　出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』 
　冒頭で続いております。）になっていったと考えられます。も述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとべました神々　　　　　　が多いと思いますが。、古代日本列島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておいて来た神々　　　　　　文明の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。衝突・興亡の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。痕跡が随所に見られが多いと思いますが。随所に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとられ
ます。著名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がな例が多い。これは、で続いております。）になっていったと考えられます。は、弥生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の時代の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。銅矛文明圏と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。銅鐸文明圏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。衝突、そして来た神々　　　　　　銅鐸文明の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。消滅
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう考えられます。古学的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが事により、近畿実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてが多いと思いますが。あります。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。二大青銅器文明圏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。衝突と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。興亡と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう列島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に内にあるものを境内摂社、境外にあるも大事により、近畿件
が多いと思いますが。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　残されている。このことかって来た神々　　　　　　います。
　一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つは、『先代旧事本紀古事により、近畿記したものであ』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。大国主の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受り神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがで続いております。）になっていったと考えられます。す。天国（あまく展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神々が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
主神で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。大国主に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして国をイメージする方が多いと思いますが。譲り）を受れと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。武力が逃げていったのが、近畿介入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御した神々　　　　　　神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがで続いております。）になっていったと考えられます。す。出雲からやって来た神々　　　　　　に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては荒神谷遺跡が随所に見られなど後世の国から銅鐸
をイメージする方が多いと思いますが。含む大量の青銅器が出土していますが、この神話は銅矛文明圏（天国、壱岐対馬）によむ大量の青銅器が出土していますが、この神話は銅矛文明圏（天国、壱岐対馬）によの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。青銅器が多いと思いますが。出土して来た神々　　　　　　いますが多いと思いますが。、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがは銅矛文明圏（天国、壱岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社対馬）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよ
る方が多いと思いますが。銅鐸文明圏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　への王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。侵略が多いと思いますが。「国譲り）を受り」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう表現で続いております。）になっていったと考えられます。語とも思えなくなる。られて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。す。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。侵略に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして最後まで続いております。）になっていったと考えられます。抵抗しようとして戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っした神々　　　　　　神が多いと思いますが。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神（た神々　　　　　　けみなかた神々　　　　　　）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。す。彼は戦いに敗れ信は戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っいに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして敗れたあとの勢力図だっれ信
州の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。諏訪湖まで逃げます。そして、その地から出ないことを条件に許されます。まで続いております。）になっていったと考えられます。逃げていったのが、近畿げます。そして来た神々　　　　　　、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地から出ないこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。条件に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして許されます。されます。
　天国（あまく展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。軍隊は、銅鐸文明圏の中枢領域である近畿にも突入を繰り返しますは、銅鐸文明圏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中枢領域を「足立」と称するようになったとされます。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。近畿に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしても突入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御をイメージする方が多いと思いますが。繰り返しますり返しますします。
近畿から破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。壊された銅鐸が出土していますが、これもこの侵略の痕跡でしょう。天国の軍された神々　　　　　　銅鐸が多いと思いますが。出土して来た神々　　　　　　いますが多いと思いますが。、これもこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。侵略の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。痕跡が随所に見られで続いております。）になっていったと考えられます。しょう。天国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。軍
隊は、銅鐸文明圏の中枢領域である近畿にも突入を繰り返しますは神聖なる方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人器で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。銅鐸をイメージする方が多いと思いますが。破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。壊された銅鐸が出土していますが、これもこの侵略の痕跡でしょう。天国の軍し、銅鐸文明の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神々（人々）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は東へ東へと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。逃げていったのが、近畿亡した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
考えられます。えられます。
　その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。様子の撰をイメージする方が多いと思いますが。「伊勢国風土記したものであ」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。は次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして記したものであされて来た神々　　　　　　います。天日別命（あまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ひわけ
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。率いる天国の軍隊が伊勢の国を侵略し、伊勢の王である伊勢津彦は東へと逃いる方が多いと思いますが。天国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。軍隊は、銅鐸文明圏の中枢領域である近畿にも突入を繰り返しますが多いと思いますが。伊勢の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国をイメージする方が多いと思いますが。侵略し、伊勢の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。王で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。伊勢津彦は東へと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。逃げていったのが、近畿
げ、彼は戦いに敗れ信もまた神々　　　　　　信濃の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国へ住し、祖神を祀って氏神としてんだと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。
『先代旧事本紀注：伊勢国風土記したものであ逸文で続いております。）になっていったと考えられます。、伊勢津彦は、本名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がをイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川子の撰命（いずもた神々　　　　　　けこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、
また神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がをイメージする方が多いと思いますが。伊勢津彦神、櫛玉命（く展開していきます。した神々　　　　　　まの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、『先代旧事本紀播磨国風土記したものであ』で続いております。）になっていったと考えられます。は伊勢都比古
命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。表記したものであされる方が多いと思いますが。。』
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　建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。神や伊勢津彦はなぜ信州に逃げたのでしょうか。そして、なぜ天国の軍隊は信信州に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして逃げていったのが、近畿げた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。しょうか。そして来た神々　　　　　　、なぜ信州に逃げたのでしょうか。そして、なぜ天国の軍隊は信天国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。軍隊は、銅鐸文明圏の中枢領域である近畿にも突入を繰り返しますは信
州に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして逃げていったのが、近畿げた神々　　　　　　彼は戦いに敗れ信らをイメージする方が多いと思いますが。捕らえなかったのでしょうか。ここに、信州が持つ不思議な歴史の謎がらえなかった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。しょうか。ここに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、信州が多いと思いますが。持されるものを借つ不思いますが。議な歴史の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。謎の神で諸説あるがが多いと思いますが。
あります。
　他のいずれの文献にもみえない独自の所伝方が多いと思いますが。、これと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。共通する風習が中世ドイツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でする方が多いと思いますが。風習が中世ドイツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でが多いと思いますが。中世の国ドイツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてもありました神々　　　　　　。追われた犯罪者が四本の柱でわれた神々　　　　　　犯罪者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御が多いと思いますが。四本の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。柱でで続いております。）になっていったと考えられます。
囲まれた場所に逃げ込めば、役人も手出しができなかったと言われています（阿部謹也まれた神々　　　　　　場しない謎の神で諸説あるが所に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして逃げていったのが、近畿げ込んできたもので、先住めば、役人も手出しが多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。きなかった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。われて来た神々　　　　　　います（阿部謹也
『先代旧事本紀中世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。星の下で』ちくま文庫）。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。下で続いております。）になっていったと考えられます。』ちく展開していきます。ま文庫）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。
　四本の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。柱での王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中は神聖な地、歴史学で続いております。）になっていったと考えられます。アジする方が多いと思いますが。ールと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呼ばれていたもので、アラハバばれる方が多いと思いますが。空間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもなの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。した神々　　　　　　。
　これは諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御柱でと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。そっく展開していきます。りで続いております。）になっていったと考えられます。す。 古代信州は軍隊は、銅鐸文明圏の中枢領域である近畿にも突入を繰り返しますと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。えど後世の国も侵すこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。きな
い神聖な地、アジする方が多いと思いますが。ールだった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。す。だから、追われた犯罪者が四本の柱でわれた神々　　　　　　銅鐸文明の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神々は信州へと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。逃げていったのが、近畿げた神々　　　　　　、
そう考えられます。えられます。
　そして来た神々　　　　　　、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えが多いと思いますが。正しければ、諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御柱で祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人は弥生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の時代以前に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてまで続いております。）になっていったと考えられます。遡り、諏訪へ逃げようとして、この地に滞在した時、地元のる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてな
ります。古代日本で続いております。）になっていったと考えられます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。文明の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。衝突をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。える方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。き、信州の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もつこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神聖性を失っはキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ーポイントはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
なる方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないで続いております。）になっていったと考えられます。ょうか。
解説が：アジする方が多いと思いますが。ールある方が多いと思いますが。いはアサイラム（独: Asyl、仏: asile、英: asylum）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、歴史的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが・
社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川会的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがな概してかなり信用できる古伝によっていると思われ、念で、「聖域」「自由領域」「避難所」「無縁所」などとも呼ばれる特殊なエで続いております。）になっていったと考えられます。、「聖域を「足立」と称するようになったとされます。」と共存しながら関東地方に「自の所伝由領域を「足立」と称するようになったとされます。」と共存しながら関東地方に「避難所」と共存しながら関東地方に「無縁所」と共存しながら関東地方になど後世の国と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も呼ばれていたもので、アラハバばれる方が多いと思いますが。特殊なエなエ
リアの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。意味する。 ギリシア語の「する方が多いと思いますが。。 ギリシア語とも思えなくなる。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「 συλονἄσυλον （侵すこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。きない、神聖な場しない謎の神で諸説あるが所の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
意）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。語とも思えなくなる。源については、タケミナカタ神話のほかにもう一つ甲賀三郎伝説がある）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。。出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』
　もう一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神ミサクチ神は、「巨木・巨石・光った岩など樹木の上に降りてくるナイーった神々　　　　　　岩など樹木の上に降りてくるナイーなど後世の国樹木の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして降りてくるナイーりて来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。ナイー
ブな神」とされます。な神」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。されます。
　ミシヤ族で、関東各地に氷川グチ神（ミサクチ神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、自の所伝然万物に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして降りてくるナイーりて来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。精霊と言われます。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。われます。
　ミシヤ族で、関東各地に氷川グチ神は洩矢神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。後裔で明神そのものとして崇敬された。諏訪氏がこれを利用して権力を振るい、諏訪神党の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神長官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」（守矢家の御内人）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。邸の一画に祭られています。守矢家での王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川画に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人られて来た神々　　　　　　います。守矢家の御内人で続いております。）になっていったと考えられます。
現在も氷川神社社殿 78代目される。「国造本紀」は、大倭国造と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　います。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川子の撰口伝によれば、孝昭天皇の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。秘事により、近畿と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　伝によれば、孝昭天皇えられて来た神々　　　　　　きて来た神々　　　　　　いました神々　　　　　　が多いと思いますが。、２～３
代前（明治維新たな「諏訪縁に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてより）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして多いと思いますが。く展開していきます。が多いと思いますが。失われた神々　　　　　　ようで続いております。）になっていったと考えられます。す。
「守矢神長家の御内人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが（守矢早苗）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。より」と共存しながら関東地方に　諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人政体はミシャグチ神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう樹や笹やや
石や生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の神・大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして降りてくるナイーりて来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。精霊と言われます。をイメージする方が多いと思いますが。中心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいままれます。家の御内人で続いております。）になっていったと考えられます。はミシャグチ様と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呼ばれていたもので、アラハバんで続いております。）になっていったと考えられます。いま
した神々　　　　　　し、多いと思いますが。く展開していきます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呼ばれていたもので、アラハバび名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がや宛字」の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。神様で続いております。）になっていったと考えられます。すが多いと思いますが。、ここで続いております。）になっていったと考えられます。はミシャグチ神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。します。

　そして来た神々　　　　　　、一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川年に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして七十五度の神事が、中世までは前宮との王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神事により、近畿が多いと思いますが。、中世の国まで続いております。）になっていったと考えられます。は前宮と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。住し、祖神を祀って氏神としてむ神殿、そして来た神々　　　　　　冬季に掘られた竪穴である御室に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして掘られた竪穴である御室られた神々　　　　　　竪穴である御室で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。御室
や十間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも廊、八ヶ岳山麓の御射山（現・諏訪郡富士見町）ヶ岳山麓の御射山（現・諏訪郡富士見町）岳山麓の御射山（現・諏訪郡富士見町）の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御射山（現・諏訪郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川富士見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと町）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
で続いております。）になっていったと考えられます。行われました神々　　　　　　。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ミシャグチ神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人祀って氏神として権をイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借って来た神々　　　　　　い
ました神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。神長で続いております。）になっていったと考えられます。あり、重な史料となる。出典：日本大百科全書要な役割としてのミシャグチな役割としてのミシャグチと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ミシャグチ
上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さげや、ミシャグチ降りてくるナイーろしの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。技法をイメージする方が多いと思いますが。駆使して祭祀をとりして来た神々　　　　　　祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人祀って氏神としてをイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。り
しきって来た神々　　　　　　いました神々　　　　　　。
左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。写したもので、諏訪では上真：市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を史跡が随所に見られの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「神長官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」守矢邸の一画に祭られています。守矢家で跡が随所に見られ」と共存しながら関東地方に
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　ミシャグジする方が多いと思いますが。、ミシャグジする方が多いと思いますが。様、ミシャグチ、ミサグチ
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呼ばれていたもので、アラハバばれます。また神々　　　　　　それをイメージする方が多いと思いますが。祀って氏神としてって来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　諏訪の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。氏族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神、守
矢（洩矢）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。姓から、モレヤの神、モレヤ様などとから、モレヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神、モレヤ族で、関東各地に氷川様など後世の国と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
も呼ばれていたもので、アラハバばれます。漢字」で続いております。）になっていったと考えられます。は、御社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川宮司を記載したところもあり、また无邪志や御射宮司を記載したところもあり、また无邪志等をと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。書
かれます。
　諏訪湖まで逃げます。そして、その地から出ないことを条件に許されます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。土着神で続いております。）になっていったと考えられます。、縄文時代から祀って氏神としてられて来た神々　　　　　　きた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も
されて来た神々　　　　　　います。現在も氷川神社社殿で続いております。）になっていったと考えられます。も諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（特に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして祀って氏神としてら
れ、蛇神、また神々　　　　　　御射山をイメージする方が多いと思いますが。ご神体と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。山神で続いております。）になっていったと考えられます。、ミシャ
グジする方が多いと思いますが。降りてくるナイーろしの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人祀って氏神としてに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておいて来た神々　　　　　　憑依託宣（ひょういた神々　　　　　　く展開していきます。せん）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。す。

　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよれば、元々は何柱でかの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。土着神が多いと思いますが。いた神々　　　　　　よう
で続いております。）になっていったと考えられます。、それが多いと思いますが。次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして第に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてミシャグジする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして集合されていったと考えられてされて来た神々　　　　　　いった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられて来た神々　　　　　　
います。現在も氷川神社社殿は神格と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　、蛇神（山神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。兼、狩猟神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　
います。古く展開していきます。はモレヤ族で、関東各地に氷川神が多いと思いますが。木石の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神、チカトはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入神が多いと思いますが。狩猟の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神、ソ
ソウ神が多いと思いますが。蛇神など後世の国と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　、別々の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神格と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　祀って氏神としてられて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　よう
で続いております。）になっていったと考えられます。す。
　ミシャグチ神をイメージする方が多いと思いますが。アラハバキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。仮の姿とする見解があるが、の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。姿とする見解があるが、と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと解が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、

縄文時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして遡り、諏訪へ逃げようとして、この地に滞在した時、地元のる方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。はあろうが多いと思いますが。、まさか一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川神教えにの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。時代で続いております。）になっていったと考えられます。もある方が多いと思いますが。まいし、積極的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてアラハバ
キが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。根拠は乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとするは乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとするしいの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないか。ど後世の国ちらかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。云えば「石神」ではあるまいかとするえば「石神」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。はある方が多いと思いますが。まいかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。
『先代旧事本紀神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。中心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。した神々　　　　　　宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。飯郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川史』の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。説がは興味する。 ギリシア語の「深い神をまい。出典：守矢早苗 （「神長官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」守矢資料となる。出典：日本大百科全書館
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。しおり」と共存しながら関東地方により）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
　ミシャグチと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ソソウ神（『先代旧事本紀竪穴である御室斎屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。原からやってきたタケミカヅ始性を失っ霊と言われます。』より）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
　　湖まで逃げます。そして、その地から出ないことを条件に許されます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。方が多いと思いますが。角から、神域の北限、有賀のこしき原附近、そして真志野、それに、神原の入から、神域を「足立」と称するようになったとされます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北限、有するが、平安賀の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こしき原からやってきたタケミカヅ附近、そして来た神々　　　　　　真志野、それに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、神原からやってきたタケミカヅの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御
　口の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。道俣(みちまた神々　　　　　　)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして　所末戸(と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころまつ)社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川(土地をイメージする方が多いと思いますが。まつる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう意味する。 ギリシア語の「)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出場しない謎の神で諸説あるがする方が多いと思いますが。
　水平に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして訪れて来た神々　　　　　　来た神々　　　　　　る方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あり、地主神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。性を失っ格をイメージする方が多いと思いますが。もって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。ようだ。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神は、「そそう神
　まわり給たれは、うれしみよろこひてつかへまつりぬ」と申立にあるように狂喜してむた神々　　　　　　れは、うれしみよろこひて来た神々　　　　　　つかへまつりぬ」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。申立に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして狂喜して来た神々　　　　　　む
　かえる方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。、動物犠牲を要求する神である。をイメージする方が多いと思いますが。要な役割としてのミシャグチ求められた影響で、各地に諏訪氏や大祝とは絡みのない新たな「諏訪縁する方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
　　そして来た神々　　　　　　、御室内にあるものを境内摂社、境外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。小蛇や大蛇三体に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神って来た神々　　　　　　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。申立をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころをイメージする方が多いと思いますが。みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、ソソウ神
　は蛇体で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。える方が多いと思いますが。られる方が多いと思いますが。。御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神は上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ空より垂直降りてくるナイー下し、ソソウ神は諏訪湖まで逃げます。そして、その地から出ないことを条件に許されます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。方が多いと思いますが。
　より水平的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして訪れ、御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神は巣をなす恐怖すべき男性的精霊であり、ソソウ神は狂喜をイメージする方が多いと思いますが。なす恐怖すべき男性的精霊であり、ソソウ神は狂喜すべき男性を失っ的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが精霊と言われます。で続いております。）になっていったと考えられます。あり、ソソウ神は狂喜
　して来た神々　　　　　　迎え撃ったのがモレヤの神であったが、戦いに敗れた」と記されていえる方が多いと思いますが。女性を失っ的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが精霊と言われます。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。それは蛇体をイメージする方が多いと思いますが。もって来た神々　　　　　　現わされる方が多いと思いますが。。
　全く展開していきます。性を失っ格をイメージする方が多いと思いますが。異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてする方が多いと思いますが。精霊と言われます。が多いと思いますが。御室の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。内にあるものを境内摂社、境外にあるも部、萩組の座において婚姻する。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。座に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておいて来た神々　　　　　　婚姻する。する方が多いと思いますが。。
　出典：｢諏訪信仰が全国に広まり、軍神としの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。発生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。展開していきます。｣　古部族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書会
御頭祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人（おんと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うさい）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　
　諏訪神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては古代ユダヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。関わる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。される方が多いと思いますが。御頭祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人（おんと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うさい－「アブな神」とされます。ラハム
が多いと思いますが。我が多いと思いますが。子の撰イサクをイメージする方が多いと思いますが。神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。お告げにより殺そうとする」のとそっくりな神事）があるが、ミサげに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてより殺そうとする」のとそっくりな神事）があるが、ミサそうと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。そっく展開していきます。りな神事により、近畿）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、ミサ
クチも「ミ＋イサク＋チ」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。、チは大蛇また神々　　　　　　は精霊と言われます。で続いております。）になっていったと考えられます。あり、イサクと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。つなが多いと思いますが。る方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。はない
かと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。う説がが多いと思いますが。あります。
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　諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は平安時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては南方が多いと思いますが。刀美（みなかた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。み）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呼ばれていたもので、アラハバばれて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　。（延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま神名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が
帳』では一座として記載されています。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。そうなる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、「建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が方が多いと思いますが。(タケミナカタ)」と共存しながら関東地方には南方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。武人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなり、トはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入ミは蛇
をイメージする方が多いと思いますが。表す語とも思えなくなる。で続いております。）になっていったと考えられます。蛇神族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神は金属し、その祭神と縁故の深い神をま精錬とも深いかかわりを持つ。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も深い神をまいかかわりをイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借つ。
　諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては種々の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人事により、近畿が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇わる方が多いと思いますが。。「御室神事により、近畿」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう縄文色の濃い祭事は、ミサクチの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。濃い祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人事により、近畿は、ミサクチ
神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。思いますが。われる方が多いと思いますが。ご神体と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。“そそう神”と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう蛇神が多いと思いますが。１２月の創建という。「国造本紀」によると、初末から３月の創建という。「国造本紀」によると、初まで続いております。）になっていったと考えられます。竪穴である御室の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中で続いております。）になっていったと考えられます。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川緒に過に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして過
ごす祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう。
　「湛え神事」は、神の使いオコウが行く先々の「湛え」の場所で鉾の先に鉄鐸をつけてえ神事により、近畿」と共存しながら関東地方には、神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。使して祭祀をとりいオコウが多いと思いますが。行く展開していきます。先々の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「湛え神事」は、神の使いオコウが行く先々の「湛え」の場所で鉾の先に鉄鐸をつけてえ」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。場しない謎の神で諸説あるが所で続いております。）になっていったと考えられます。鉾の先に鉄鐸をつけての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして鉄鐸をイメージする方が多いと思いますが。つけて来た神々　　　　　　
振るい、諏訪神党り鳴らす。　また、藤森栄一著「銅鐸」学生社刊らす。　また神々　　　　　　、藤森栄一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川著「銅鐸」と共存しながら関東地方に学生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川刊(s39.8.5初版)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよれば、いま国内にあるものを境内摂社、境外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。

古社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。鉄鐸をイメージする方が多いと思いますが。蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川する方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、諏訪神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川、小野神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川、上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ伊
那郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川小野村矢彦神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。諏訪神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、現在も氷川神社社殿六口ずつ
三組の座において婚姻する。あり、形状・大きさは大同小異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。（右の写真：権祝本」　出典図の銅鐸文化圏という）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川伝によれば、孝昭天皇
に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。往古神使して祭祀をとりの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。巡回に使用した宝鐸で、室町時代にはに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして使して祭祀をとり用できる古伝によっていると思われ、した神々　　　　　　宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。鐸で続いております。）になっていったと考えられます。、室町時代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、
これをイメージする方が多いと思いますが。打ちならして誓約の証とした記録がある。古来の神ちならして来た神々　　　　　　誓約の証とした記録がある。古来の神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。証とした記録がある。古来の神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。した神々　　　　　　記したものであ録がある。古来の神が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。。古来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神
宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。中で続いております。）になっていったと考えられます。も、特別な位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも置を占めた重宝である。をイメージする方が多いと思いますが。占めた重宝である。めた神々　　　　　　重な史料となる。出典：日本大百科全書宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
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　これは従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことか来た神々　　　　　　豊穣を祈る農耕儀礼と考えられていたが、近年の研究で「湛えの場所にミサをイメージする方が多いと思いますが。祈る農耕儀礼と考えられていたが、近年の研究で「湛えの場所にミサる方が多いと思いますが。農耕儀礼と考えられていたが、近年の研究で「湛えの場所にミサと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　が多いと思いますが。、近年の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書で続いております。）になっていったと考えられます。「湛え神事」は、神の使いオコウが行く先々の「湛え」の場所で鉾の先に鉄鐸をつけてえの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。場しない謎の神で諸説あるが所に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてミサ
クチ神をイメージする方が多いと思いますが。おろして来た神々　　　　　　鉄製品の原料であるスズの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。原からやってきたタケミカヅ料となる。出典：日本大百科全書で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。スズ(火の神事”＝大湯祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人山帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。沼沢・湿原からやってきたタケミカヅの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。水は鉄分をイメージする方が多いと思いますが。含む大量の青銅器が出土していますが、この神話は銅矛文明圏（天国、壱岐対馬）によんで続いております。）になっていったと考えられます。おり
葦や萱などの草の根元にはバクテリアの働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるというや萱などの草の根元にはバクテリアの働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるというなど後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。草の根元にはバクテリアの働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるというの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。根元に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてはバクテリアの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるというきで続いております。）になっていったと考えられます。自の所伝然に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして褐鉄鉱の塊が生じるというの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。塊が生じるというが多いと思いますが。生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のじる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう)の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の成
をイメージする方が多いと思いますが。祈る農耕儀礼と考えられていたが、近年の研究で「湛えの場所にミサ念で、「聖域」「自由領域」「避難所」「無縁所」などとも呼ばれる特殊なエする方が多いと思いますが。行事により、近畿」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。解釈されるようになった。諏訪上社では、現在でも「鞴護（ふりい）される方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなった神々　　　　　　。諏訪上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。は、現在も氷川神社社殿で続いております。）になっていったと考えられます。も「鞴護を受けるにつれて諏訪信仰が全国に広まり、軍神とし（ふりい）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。行われる方が多いと思いますが。など後世の国、鉄と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。諏訪神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。関わりはまこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして深い神をまいと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。えます。
　美濃の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。垂井町に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして南宮大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神は金山彦で続いております。）になっていったと考えられます。、イザナミが多いと思いますが。火の神事”＝大湯祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神カグツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でチをイメージする方が多いと思いますが。生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のんで続いております。）になっていったと考えられます。
死んだ時の嘔吐物から生まれた。これは灼熱によって溶ける金属を嘔吐に見たてたものでんだ時の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。嘔吐」「荒吐」「荒脛巾」「阿良波々岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社物から生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のまれた神々　　　　　　。これは灼熱によって溶ける金属を嘔吐に見たてたものでに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　溶ける金属を嘔吐に見たてたものでける方が多いと思いますが。金属し、その祭神と縁故の深い神をまをイメージする方が多いと思いますが。嘔吐」「荒吐」「荒脛巾」「阿良波々岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとた神々　　　　　　て来た神々　　　　　　た神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、
製鉄の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。様子の撰をイメージする方が多いと思いますが。象徴される諏訪族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。当社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は、鉱の塊が生じるという山・金属し、その祭神と縁故の深い神をま精錬とも深いかかわりを持つ。関係があるという説や家紋の「丸に十字」者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。篤い信仰を受けるが、もとい信仰が全国に広まり、軍神としをイメージする方が多いと思いますが。受ける方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、もと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
は諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中宮で続いております。）になっていったと考えられます。、稚宮は三重な史料となる。出典：日本大百科全書県上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ野市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等をの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。敢国（あえの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。く展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。あり、ここに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしても金
山彦が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人られて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。諏訪大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川はもと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。製鉄の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あり、出雲からやって来た神々　　　　　　は砂鉄から鋼塊が生じるというをイメージする方が多いと思いますが。造る方が多いと思いますが。タ
タラ製鉄の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先進地で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　。
出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。姓から、モレヤの神、モレヤ様などとは関東の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がへ
　出雲からやって来た神々　　　　　　古代史に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして詳しい朴（パクビョンシク）氏は、東部出雲の人の姓を電話帳で調べ、しい朴（パクビョンシク）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。氏は、東部出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。姓から、モレヤの神、モレヤ様などとをイメージする方が多いと思いますが。電話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが帳』では一座として記載されています。で続いております。）になっていったと考えられます。調べて見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとべ、
最も多いと思いますが。い姓から、モレヤの神、モレヤ様などとをイメージする方が多いと思いますが。次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。３群に分けた。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして分けた神々　　　　　　。
①　新たな「諏訪縁井・荒木など後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。[アラ]グループ
②　足立・安達などのなど後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。[アダ]　〃 
③　有するが、平安田・有するが、平安馬など後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。[アリ]　〃
　その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。結果、鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に町や玉湯町など後世の国で続いております。）になっていったと考えられます。は上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ記したものであ３グループの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。姓から、モレヤの神、モレヤ様などとが多いと思いますが。全世の国帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。７０－９０％もあり、
この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。傾向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神は東部出雲からやって来た神々　　　　　　で続いております。）になっていったと考えられます。顕著で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　。
この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。３つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。姓から、モレヤの神、モレヤ様などとは、朝鮮半島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。安羅伽耶(アラカヤ族で、関東各地に氷川)から来た神々　　　　　　た神々　　　　　　証とした記録がある。古来の神拠は乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとすると言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう。
　すなわち①と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。③は安羅その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。、②は「安羅＋ダル（地・国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。意味する。 ギリシア語の「）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。「アラダ
ル」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。縮小した神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。説が明する方が多いと思いますが。。出雲からやって来た神々　　　　　　弁の「少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶し」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。「チョンボシ」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は朝鮮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。慶
尚方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「チョム」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。訛ったものだそうである。った神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。だそうで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
　これら３グループの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が前はその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。まま関東に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてきわめて来た神々　　　　　　頻繁に現れてくる。とりわけ埼玉県に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして現れて来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。りわけ埼玉県
秩父地方が多いと思いますが。から東京北部をイメージする方が多いと思いますが。通する風習が中世ドイツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でり東京湾へ注ぐ荒川流域へ注ぐ荒川流域荒川流域を「足立」と称するようになったとされます。(支流域を「足立」と称するようになったとされます。も含む大量の青銅器が出土していますが、この神話は銅矛文明圏（天国、壱岐対馬）によめて来た神々　　　　　　)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして多いと思いますが。い。郵便番号簿
で続いております。）になっていったと考えられます。アライ・アラキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在・アダチの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。３つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がをイメージする方が多いと思いますが。今に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして残されている。このことかる方が多いと思いますが。地名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がで続いております。）になっていったと考えられます。拾ってみると、次のようである。って来た神々　　　　　　みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ようで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
埼玉県で続いております。）になっていったと考えられます。は、
郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が：　北足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川
村名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が：　荒川村 
字」名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が：　川口市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を新たな「諏訪縁井宿・荒川町・新たな「諏訪縁井町、川越市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を新たな「諏訪縁宿（あらじゅく展開していきます。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、行田市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を荒木、
　　　　深い神をま谷市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を新たな「諏訪縁井、本庄市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を　新たな「諏訪縁井、花園町荒川、栗橋町新たな「諏訪縁井、大利根町新たな「諏訪縁井新たな「諏訪縁田、
　　　　川里村新たな「諏訪縁井　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。あった神々　　　　　　。
　ほかに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして所沢市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を荒幡、吉見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと町荒子の撰の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてアラが多いと思いますが。つく展開していきます。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。気がする。門客人神社のことを、荒脛巾（アラハバキ）神社とも言うらしい。”マロウに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてかかる方が多いと思いますが。。東京都で続いております。）になっていったと考えられます。は、区名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が
で続いております。）になっていったと考えられます。足立区・荒川区が多いと思いますが。あり、日野市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を新たな「諏訪縁井の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がもある方が多いと思いますが。。
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　こうして来た神々　　　　　　みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。埼玉県に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてかなり集中して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。分かる方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は県名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がからもうか
が多いと思いますが。える方が多いと思いますが。。埼玉は“さきた神々　　　　　　ま”で続いております。）になっていったと考えられます。、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がはサキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在をイメージする方が多いと思いますが。前と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。か先に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてあて来た神々　　　　　　、辺境をイメージする方が多いと思いますが。意味する。 ギリシア語の「する方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう解
釈されるようになった。諏訪上社では、現在でも「鞴護（ふりい）もありますが多いと思いますが。、神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。“幸魂（さきた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。”と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も考えられます。えられます。
　これは大物主神が多いと思いますが。大己貴命（おおなむちの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして“我は汝の幸魂奇魂（さきたまくの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。幸魂奇魂（さきた神々　　　　　　まく展開していきます。
しみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。”と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。答えた、というその幸魂であります。えた神々　　　　　　、と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。幸魂で続いております。）になっていったと考えられます。あります。
解説が：和魂（に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてぎ】は、『先代旧事本紀みた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。-幸魂（さきみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。奇魂（く展開していきます。しみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。-

　古代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておいて来た神々　　　　　　神様の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御魂（みた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。（直毘【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀なおび】は、『先代旧事本紀と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
も）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は和魂（に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてぎ】は、『先代旧事本紀みた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。荒魂（あらみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてわかれ、
更に２つの集団が東方（信州に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして和魂は幸魂（さきみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。奇魂（く展開していきます。しみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。二
つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるというきに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてわかれる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられました神々　　　　　　。

　出雲からやって来た神々　　　　　　大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。売っている小さな鈴には、“しあわせの鈴”と名付けられ、箱裏の説明にはって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。小さな鈴には、“しあわせの鈴”と名付けられ、箱裏の説明にはに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、“しあわせの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。鈴には、“しあわせの鈴”と名付けられ、箱裏の説明には”と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が付けられ、箱裏の説明にはの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。説が明に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては
「大国主が多いと思いますが。国造りの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大業を成し遂げたのは命の奥に潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたをイメージする方が多いと思いますが。成し遂げたのは命の奥に潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたげた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は命の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。奥に潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたむ“幸魂奇魂（さきた神々　　　　　　まく展開していきます。しみた神々　　　　　　
ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。”の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。霊と言われます。力が逃げていったのが、近畿で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　。朝夕鈴には、“しあわせの鈴”と名付けられ、箱裏の説明にはの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。音色の濃い祭事は、ミサクチに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてあわせ“幸魂奇魂（さきた神々　　　　　　まく展開していきます。しみた神々　　　　　　ま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。守り給たれは、うれしみよろこひてつかへまつりぬ」と申立にあるように狂喜してむえ、
幸（さき）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。はえた神々　　　　　　まえと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして念で、「聖域」「自由領域」「避難所」「無縁所」などとも呼ばれる特殊なエじれば明る方が多いと思いますが。い毎日をイメージする方が多いと思いますが。過ごすこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。きる方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方に（要な役割としてのミシャグチ約の証とした記録がある。古来の神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
いった神々　　　　　　こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。書かれて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　。まさに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、出雲からやって来た神々　　　　　　人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。関東への王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。移住し、祖神を祀って氏神としては、県名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてまで続いております。）になっていったと考えられます。及んでいたのんで続いております。）になっていったと考えられます。いた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
で続いております。）になっていったと考えられます。す。 
　明治天皇が多いと思いますが。東京へ遷幸（せんこう：新たな「諏訪縁しい都へ天皇が多いと思いますが。移る方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。された神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ち、最初に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかで続いております。）になっていったと考えられます。た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は埼玉県大宮市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等をに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。氷川神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　。氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がは、斐伊川からと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。った神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いわ
れ、当社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神は須佐之男命・大己貴命（おおなむちの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。・稲田妃命の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。３神で続いております。）になっていったと考えられます。、い
ずれも出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神々で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うまで続いております。）になっていったと考えられます。もありません。
解説が：朴 炳植（パク・ビョンシク、1930年 - 2009年12月の創建という。「国造本紀」によると、初）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、韓国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。語とも思えなくなる。研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書家の御内人。 
朝鮮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。咸鏡北道（現在も氷川神社社殿北朝鮮）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のまれる方が多いと思いますが。。高麗大学校経て諏訪に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいま大学院修了。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川設会社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。興し
た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ち 1979年ころニューヨークに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして渡り、古代言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。語とも思えなくなる。研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書をイメージする方が多いと思いますが。行い、日朝両語とも思えなくなる。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「音韻変化の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
法則」を創始し、『日本書紀』の不明とされていたわざうたを解明したと称した。しかし」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。創始し、『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。不明と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。されて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　わざうた神々　　　　　　をイメージする方が多いと思いますが。解明した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。称するようになったとされます。した神々　　　　　　。しかし
同時期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして現れた神々　　　　　　藤村由加、李寧煕とともに日本の専門家からは徹底批判され、認められてと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして日本の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。専門家の御内人からは徹底の国批判され、認められてされ、認められてめられて来た神々　　　　　　
いない。（藤村、李の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。項目される。「国造本紀」は、大倭国造参照）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。 2009年12月の創建という。「国造本紀」によると、初、アメリカに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてて来た神々　　　　　　逝去。享年79歳の時に諏訪明神（建御名方神）に自。童謡
（わざうた神々　　　　　　）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、古代日本で続いております。）になっていったと考えられます。流行した神々　　　　　　歌謡で続いております。）になっていったと考えられます。、種々の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川会的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが事により、近畿件の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前兆として受け取らと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　受け取らら
れた神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。謡歌と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も。出典: フリー百科事典『ウィキペディア（百科事典『ウィキペディア（ウィキペディア（Wikipedia）』』
さて来た神々　　　　　　ここからは、常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。関係があるという説や家紋の「丸に十字」に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　考えられます。えます。
常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが：常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「八ヶ岳山麓の御射山（現・諏訪郡富士見町）岐」などと表示され、現代でも全国各地の神社大蛇伝によれば、孝昭天皇説が」と共存しながら関東地方に
　偶然なの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。かど後世の国うかわかりませんが多いと思いますが。、昔から常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。新たな「諏訪縁治郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして「やまた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。おろち」と共存しながら関東地方に伝によれば、孝昭天皇説がが多いと思いますが。
あります。笠間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を稲田に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては「奇稲田姫」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。奉った神々　　　　　　「稲田姫神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。、稲田姫の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。父母「手名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が
椎（て来た神々　　　　　　なつち）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。足名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が椎（あしなつち）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。住し、祖神を祀って氏神としてんで続いております。）になっていったと考えられます。いた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。われて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。所に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては「関戸神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方に
あり、「手名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がづちさん、足名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がづちさん」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。相性を失っで続いております。）になっていったと考えられます。今も呼ばれていたもので、アラハバばれて来た神々　　　　　　います。
　笠間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては「素戔嗚尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。奉った神々　　　　　　八ヶ岳山麓の御射山（現・諏訪郡富士見町）坂神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川が多いと思いますが。あります。「やまた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。おろち伝によれば、孝昭天皇説が」と共存しながら関東地方には
『先代旧事本紀古事により、近畿記したものであ』の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。全く展開していきます。同じ。おろち退治の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに、おろちに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして飲ませた８個のお酒のませた神々　　　　　　８個のお酒の個のお酒のの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。お酒のの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
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入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御った神々　　　　　　瓶のうち３つが、おろちが暴れた際飛んできた瓶を奉った「三つ瓶神社」も市内にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うち３つが多いと思いますが。、おろちが多いと思いますが。暴れた際飛んできた瓶を奉った「三つ瓶神社」も市内にれた神々　　　　　　際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに飛んできた瓶を奉った「三つ瓶神社」も市内にんで続いております。）になっていったと考えられます。きた神々　　　　　　瓶のうち３つが、おろちが暴れた際飛んできた瓶を奉った「三つ瓶神社」も市内にをイメージする方が多いと思いますが。奉った神々　　　　　　「三つ瓶のうち３つが、おろちが暴れた際飛んできた瓶を奉った「三つ瓶神社」も市内に神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方にも市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
はあり、実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして瓶のうち３つが、おろちが暴れた際飛んできた瓶を奉った「三つ瓶神社」も市内にが多いと思いますが。三つ奉って来た神々　　　　　　あります。
　これらの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがは、５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、世の国紀」によると、初頃の話として、辰野町の矢彦神社には、子のコトシロヌシ（事代主の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。氏族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神が多いと思いますが。集団が東方（信州で続いております。）になっていったと考えられます。移動して来た神々　　　　　　きて来た神々　　　　　　、
常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国北西部をイメージする方が多いと思いますが。開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。きに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして持されるものを借ち込んできたもので、先住まれた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。われて来た神々　　　　　　います。
　その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。根拠は乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとすると言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　は、常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国北西部に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして点在も氷川神社社殿する方が多いと思いますが。（出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住様式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をまと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いわれる方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほが多いと思いますが。ほ
ぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、世の国紀」によると、初初頭の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。推定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。からで続いております。）になっていったと考えられます。す。
（前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川覧）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
后塚古墳がほ　【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀きさきづかこふん】は、『先代旧事本紀　土浦市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を
宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。塚古墳がほ　【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀た神々　　　　　　からづかこふん】は、『先代旧事本紀　茨城郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川茨城町
勅使して祭祀をとり塚古墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀ちょく展開していきます。しづかこふん】は、『先代旧事本紀行方が多いと思いますが。市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を
長堀 2号墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀なが多いと思いますが。ぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入りに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてごうふん】は、『先代旧事本紀石岡市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を
姫塚古墳がほ　【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀ひめづかこふん】は、『先代旧事本紀　　東茨城郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川大洗町
真崎 5号墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀まさきごごうふん】は、『先代旧事本紀　那珂郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川東海を北上し、越村
丸に十字」山古墳がほ　【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀まる方が多いと思いますが。やまこふん】は、『先代旧事本紀　　石岡市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を
＜稲田姫神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川縁起＞についてに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　
・祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神・・・奇稲田姫之命
・由緒に過沿いに内陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に革・・ある方が多いと思いますが。家の御内人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。童が多いと思いますが。ちかく展開していきます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。好井（良い井戸・泉）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。水をイメージする方が多いと思いますが。汲もうとしていると、もうと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、
少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶女が多いと思いますが。樹木の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。下に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして現れた神々　　　　　　。童は不思いますが。議に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして思いますが。って来た神々　　　　　　すぐ荒川流域に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして家の御内人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。主人に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして知らせ見てみると、そのらせ見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとて来た神々　　　　　　みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶女は容姿とする見解があるが、端麗の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。貴人に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと受けられた神々　　　　　　。主人が多いと思いますが。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶女に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がをイメージする方が多いと思いますが。尋ねると「私は素戔嗚尊のねる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「私は素戔嗚尊のは素戔嗚尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
妃奇稲田姫と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。います。あなた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祖は私は素戔嗚尊のに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして仕えていた者です。私は今、降りてここにいるえて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御で続いております。）になっていったと考えられます。す。私は素戔嗚尊のは今、降りてくるナイーりて来た神々　　　　　　ここに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしている方が多いと思いますが。
こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなりました神々　　　　　　。よろしく展開していきます。私は素戔嗚尊のの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。父母の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祀って氏神としてと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。私は素戔嗚尊のた神々　　　　　　ち夫妻の宮を営み、好井の水を以て酒飯の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。宮をイメージする方が多いと思いますが。営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまみ、好井の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。水をイメージする方が多いと思いますが。以て来た神々　　　　　　酒の飯
をイメージする方が多いと思いますが。作り、私は素戔嗚尊のに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして奉じる方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。った神々　　　　　　。主人は驚いて社殿を造り、神霊を鎮斎した。いて来た神々　　　　　　社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川殿をイメージする方が多いと思いますが。造り、神霊と言われます。をイメージする方が多いと思いますが。鎮斎した神々　　　　　　。
沙羅に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして水田をイメージする方が多いと思いますが。共し、これをイメージする方が多いと思いますが。稲田田供村と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が付けた神々　　　　　　。
 
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。縁起からも出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住氏族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神が多いと思いますが。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇説がをイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借ち込んできたもので、先住んだこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。推察できます。で続いております。）になっていったと考えられます。きます。
で続いております。）になっていったと考えられます。は、ど後世の国うして来た神々　　　　　　「出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。氏族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神」と共存しながら関東地方にが多いと思いますが。常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして移住し、祖神を祀って氏神としてして来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。しょう。
それは、これから語とも思えなくなる。る方が多いと思いますが。「国譲り）を受り神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして隠されているような気がします。されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。ような気がする。門客人神社のことを、荒脛巾（アラハバキ）神社とも言うらしい。”マロウが多いと思いますが。します。
二つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受り：出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祖神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。東方が多いと思いますが。開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）
大国主命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。事により、近畿代主命（こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。しろぬしの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
　出雲からやって来た神々　　　　　　民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。太祖は、天照大神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。弟で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。素戔嗚尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに（スサノオノミコトはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。すが多いと思いますが。、神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
中で続いております。）になっていったと考えられます。度の神事が、中世までは前宮と々日韓の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもをイメージする方が多いと思いますが。往来た神々　　　　　　し、我が多いと思いますが。国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。文化の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、また神々　　　　　　殖産興業を成し遂げたのは命の奥に潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして欠かすことのできかすこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。き
ない存しながら関東地方に在も氷川神社社殿と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　重な史料となる。出典：日本大百科全書要な役割としてのミシャグチな役割としてのミシャグチをイメージする方が多いと思いますが。果た神々　　　　　　す神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　います。
　出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。太神・大国主命は、素戔嗚尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。子の撰孫の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。第５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして当た神々　　　　　　る方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。され、産みの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。子の撰宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。１８個のお酒の
１神をイメージする方が多いと思いますが。数える艶福える方が多いと思いますが。艶福(えんぷく展開していきます。)の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。長者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　七福神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。第一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして「大黒様」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　崇したという。この一帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）められて来た神々　　　　　　い
ます。
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　その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大国主命の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。第４子の撰・事により、近畿代主命は、摂津の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国、西宮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。里に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人られて来た神々　　　　　　「恵比須様」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。称するようになったとされます。
され、一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川竿を手にしてにこにこと笑顔で、毎日海上に出て超然として物事にこだわらずをイメージする方が多いと思いますが。手に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてして来た神々　　　　　　に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてこに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。笑顔で、毎日海上に出て超然として物事にこだわらずで続いております。）になっていったと考えられます。、毎日海を北上し、越上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出て来た神々　　　　　　超然と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　物事により、近畿に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてこだわらず
悠々自の所伝適な生活を送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよな生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の活を送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよをイメージする方が多いと思いますが。送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよって来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　様が多いと思いますが。、父の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大国主命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。共に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして人々に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして福の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　崇したという。この一帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）められる方が多いと思いますが。よ
うに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなりました神々　　　　　　。
大国主命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。小彦名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が命（すく展開していきます。なひこなの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
　小彦名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が命は『先代旧事本紀古事により、近畿記したものであ』で続いております。）になっていったと考えられます。はカムムスヒ、『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』で続いております。）になっていったと考えられます。はタカムスヒの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。手俣からこぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入れ
落ちた子であり、『日本書紀』には「オオナムチ（オオクニヌシの別名）と小彦名命と、ちた神々　　　　　　子の撰で続いております。）になっていったと考えられます。あり、『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては「オオナムチ（オオクニヌシの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。別名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。小彦名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、
力が逃げていったのが、近畿をイメージする方が多いと思いますが。合されていったと考えられてわせ心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまをイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてして来た神々　　　　　　、天下（あめの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。した神々　　　　　　）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。経て諏訪に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいま（つく展開していきます。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。る方が多いと思いますが。。」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。書かれて来た神々　　　　　　います。
「スクナヒコナはオオナムチの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。対称するようになったとされます。また神々　　　　　　は連称するようになったとされます。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。西郷信綱氏は書いて来た神々　　　　　　います。
（『先代旧事本紀古事により、近畿記したものであの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。世の国界』）』）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
解説が：西郷 信綱（さいごう の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ぶつな、1916年1月の創建という。「国造本紀」によると、初3日 – 2008年 9月の創建という。「国造本紀」によると、初25日）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、日本文
学者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御（上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ代文学・古代文学）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。横浜市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を立大学名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が誉教えに授。
出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』
解説が：『先代旧事本紀少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶彦名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。命（すく展開していきます。なひこなの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。』は、海を北上し、越の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神こうの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。常世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国からガガイモ
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。船で日本海を北上し、越で続いております。）になっていったと考えられます。やって来た神々　　　　　　来た神々　　　　　　た神々　　　　　　小人神で続いております。）になっていったと考えられます。、御伽草の根元にはバクテリアの働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるという子の撰の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川寸法師など後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ルーツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。われて来た神々　　　　　　います。
明る方が多いと思いますが。く展開していきます。ユーモラスで続いております。）になっていったと考えられます。いた神々　　　　　　ずら者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御、豊かな知らせ見てみると、その識と技術をもち知恵者なので神話の世界では人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。技術で破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。をイメージする方が多いと思いますが。もち知らせ見てみると、その恵者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御なの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。世の国界』）で続いております。）になっていったと考えられます。は人
気がする。門客人神社のことを、荒脛巾（アラハバキ）神社とも言うらしい。”マロウ者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御で続いております。）になっていったと考えられます。す。 あの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大国主命の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国造りに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして協力が逃げていったのが、近畿して来た神々　　　　　　全国をイメージする方が多いと思いますが。回に使用した宝鐸で、室町時代にはられました神々　　　　　　。
出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia)』
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。オオナムチと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。スクナヒコナは、一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして再生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のして来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇えて来た神々　　　　　　い
る方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、「大洗磯前神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（おおあらいいそさきじんじゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。縁起で続いております。）になっていったと考えられます。す。
　『先代旧事本紀文徳実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして録がある。古来の神』は斉衡三年（８個のお酒の５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、６）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。十二月の創建という。「国造本紀」によると、初二十九日の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。条に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。知らせ見てみると、そのらせに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、
鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川大洗磯前に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして神が多いと思いますが。新たな「諏訪縁た神々　　　　　　に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして降りてくるナイーった神々　　　　　　。海を北上し、越水をイメージする方が多いと思いますが。煮て献上した」という故事を、御籠祭として継承している。て来た神々　　　　　　塩をイメージする方が多いと思いますが。作った神々　　　　　　人が多いと思いますが。夜半に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして海を北上し、越をイメージする方が多いと思いますが。望むと、天のむと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、天の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
辺りが多いと思いますが。光った岩など樹木の上に降りてくるナイーり輝いていた。翌朝になってみると、水際に高さ一尺ばかりの怪しい石があったいて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　。翌朝に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなって来た神々　　　　　　みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、水際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして高さ一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川尺ばかりの怪しい石があったばかりの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。怪しい石があったしい石が多いと思いますが。あった神々　　　　　　。
塩た神々　　　　　　きの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。翁は不思議に、翌日には、この石の左右に侍すように二十の小石があった。そのは不思いますが。議に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、翌日に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。石の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」右の写真：権祝本」　出典に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして侍すように二十の小石があった。そのすように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして二十の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。小石が多いと思いますが。あった神々　　　　　　。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
石は。不思いますが。議な彩色の濃い祭事は、ミサクチが多いと思いますが。して来た神々　　　　　　あり、ある方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は形が多いと思いますが。僧に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして似ていたが、耳と目がなかった。そて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　が多いと思いますが。、耳と目がなかった。そと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。目される。「国造本紀」は、大倭国造が多いと思いますが。なかった神々　　　　　　。そ
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。き、人が多いと思いますが。神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして憑いて来た神々　　　　　　、『先代旧事本紀我はこれ大奈母知らせ見てみると、その（おほなもち）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。少し」を「チョンボシ」というのは朝鮮の慶比古奈（すく展開していきます。なひこな）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
命なり。昔、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国をイメージする方が多いと思いますが。造り終えて来た神々　　　　　　、東海を北上し、越に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして去りしが多いと思いますが。、今、民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のようをイメージする方が多いと思いますが。済（すく展開していきます。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。う為に、また来に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、また神々　　　　　　来た神々　　　　　　
た神々　　　　　　り』と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いった神々　　　　　　」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。記したものであして来た神々　　　　　　います。
解説が：文徳実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして録がある。古来の神は、平安前期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。歴史書。六国史りっこく展開していきます。しの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。第五。10巻。藤原からやってきたタケミカヅ基経て諏訪に・菅
原からやってきたタケミカヅ是善らの撰。元慶らの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。撰。元慶 3年（879）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。成立。文徳天皇の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。践祚せんそから崩御に至るせんそから崩御に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして至るる方が多いと思いますが。 9年間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。治
世の国をイメージする方が多いと思いますが。、編年体・漢文で続いております。）になっていったと考えられます。記したものであした神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。日本文徳天皇実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして録がある。古来の神。出典：デジする方が多いと思いますが。タル大辞泉
　常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　：常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大国主命や事により、近畿代主命をイメージする方が多いと思いますが。始め、出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大
神・小神をイメージする方が多いと思いますが。合されていったと考えられて算すると村社の数のみでも約三百以上の社数を占めています。する方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。村社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。数える艶福の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みで続いております。）になっていったと考えられます。も約の証とした記録がある。古来の神三百以上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川数える艶福をイメージする方が多いと思いますが。占めた重宝である。めて来た神々　　　　　　います。
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延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に２８個のお酒の社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うち出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住をイメージする方が多いと思いますが。祀って氏神としてる方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　は、
・ 大洗磯前神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（大洗町）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
・ 酒の列磯前神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（那珂湊市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を磯崎町）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
・ 大国玉村神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（真壁郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川大和村）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
・ 青山神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（東茨城郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川常北町）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
・ 鴨大神御子の撰神主神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（西茨城郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川岩など樹木の上に降りてくるナイー瀬町）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
・ 佐波波地祇（神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（北茨城市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
・ 稲田姫神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（笠間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、７社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。数える艶福えます。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中で続いております。）になっていったと考えられます。、青山神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は「五十猛命（イソタケルノミコトはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人る方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。あり、「五十
猛命」と共存しながら関東地方には初めて来た神々　　　　　　韓国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御って来た神々　　　　　　父・素戔嗚尊が東征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。共に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして８個のお酒の０種の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。山林の樹種を持ち来たり、あまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。樹種をイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借ち来た神々　　　　　　た神々　　　　　　り、あま
ねく展開していきます。国内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして繁に現れてくる。とりわけ埼玉県殖させた神々　　　　　　植林の樹種を持ち来たり、あまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神様で続いております。）になっていったと考えられます。す。
　また神々　　　　　　佐波波地祇（神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（ササハチノまた神々　　　　　　はササミナクミツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でカミ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は天之日方が多いと思いますが。奇日方が多いと思いますが。命
（アメノヒカタシヒカタノミコトはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人って来た神々　　　　　　います。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。聞き慣れない神様は事代主の第三王子で、主に海産漁業の神様として人々の崇敬をき慣れない神様は事代主の第三王子で、主に海産漁業の神様として人々の崇敬をれない神様は事により、近畿代主の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。第三王子の撰で続いております。）になっていったと考えられます。、主に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして海を北上し、越産漁業を成し遂げたのは命の奥に潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神様と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　人々の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。崇したという。この一帯は出雲族が開拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）敬された。諏訪氏がこれを利用して権力を振るい、諏訪神党をイメージする方が多いと思いますが。
集めて来た神々　　　　　　います。
解説が：常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま内にあるものを境内摂社、境外にあるも社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川覧（ひた神々　　　　　　ちの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。く展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。しきないしゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をまいちらん）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、『先代旧事本紀延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま』第 9
巻・第10巻「神名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が帳』では一座として記載されています。上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ下」と共存しながら関東地方に（延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま神名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が帳』では一座として記載されています。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして記したものであ載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川、いわゆる方が多いと思いますが。「式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま内にあるものを境内摂社、境外にあるも社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方にお
よびその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。論がなされてきました。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うち、常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして分類されている神社の一覧。また『延喜式』神名帳の編纂されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川覧。また神々　　　　　　『先代旧事本紀延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま』神名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が帳』では一座として記載されています。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。編纂
当時に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして存しながら関東地方に在も氷川神社社殿した神々　　　　　　が多いと思いますが。同帳』では一座として記載されています。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして記したものであ載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。無い神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川、いわゆる方が多いと思いますが。「式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま外にあるも社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　も付記したものであする方が多いと思いますが。。
出典: フリー百科事により、近畿典『先代旧事本紀ウィキが「客人神」として祀られている。このアラハバキ社は氷川神社の地主神である。現在ペディア（Wikipedia）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。』
解説が：「式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま内にあるものを境内摂社、境外にあるも社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川しきないしゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま」と共存しながら関東地方に平安中期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第，延喜式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま神名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が帳』では一座として記載されています。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして記したものであ載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造された神々　　　　　　神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川
式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川・官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もいう。神祇官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」が多いと思いますが。奉幣する官幣 する方が多いと思いますが。官となった。また守矢家は物部守屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」幣する官幣  (かんぺい) 社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国司を記載したところもあり、また无邪志が多いと思いますが。奉幣する官幣 する方が多いと思いますが。国幣する官幣  (こく展開していきます。
へい) 社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。別が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。。ほかの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま外にあるも社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。区別した神々　　　　　　待遇をイメージする方が多いと思いますが。うけた神々　　　　　　。全国で続いております。）になっていったと考えられます。3132座。
二つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受りに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　
　常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、多いと思いますが。く展開していきます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがが多いと思いますが。まる方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。土地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。かの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。い伝によれば、孝昭天皇えられて来た神々　　　　　　
います。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神話や伝統的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　よく展開していきます。調べて見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとべて来た神々　　　　　　みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。殆どが出雲での国譲りに関係した神様ど後世の国が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　で続いております。）になっていったと考えられます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受りに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして関係があるという説や家紋の「丸に十字」した神々　　　　　　神様
が多いと思いますが。常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてて来た神々　　　　　　再生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のし、常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておける方が多いと思いますが。蝦夷征の際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えに討で活躍していることを言い伝えています。で続いております。）になっていったと考えられます。活を送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよ躍していることを言い伝えています。して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。い伝によれば、孝昭天皇えて来た神々　　　　　　います。
　朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。勢力が逃げていったのが、近畿が多いと思いますが。拡大し、（弥生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の人：渡来た神々　　　　　　人）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。国内にあるものを境内摂社、境外にあるも統一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川が多いと思いますが。進む中で続いております。）になっていったと考えられます。、常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国内にあるものを境内摂社、境外にあるもで続いております。）になっていったと考えられます。繁に現れてくる。とりわけ埼玉県栄
して来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　蝦夷族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神（縄文人）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も抵抗しようとして戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っしきれず東北地方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして追われた犯罪者が四本の柱でいやられる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなりました神々　　　　　　。
その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。経て諏訪に緯が「星香々背男伝説」として伝えられています。が多いと思いますが。「星の下で』ちくま文庫）。香々背男伝によれば、孝昭天皇説が」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　伝によれば、孝昭天皇えられて来た神々　　　　　　います。
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『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』巻第二 神代下 第九段本文
【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀書き下し文】は、『先代旧事本紀
一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川ある方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして云えば「石神」ではあるまいかとするいわく展開していきます。。「二神ふた神々　　　　　　はしらの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。かみ、遂げたのは命の奥に潜む“幸魂奇魂（さきたまくしみたついに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして邪神あしきかみ及んでいたのび草の根元にはバクテリアの働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるという木石く展開していきます。さき
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いわの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。類されている神社の一覧。また『延喜式』神名帳の編纂をイメージする方が多いと思いますが。誅つみないて、皆已すでに平むげ了おわる。其その服うべなわぬ者は、唯たつみないて来た神々　　　　　　、皆已すでに平むげ了おわる。其その服うべなわぬ者は、唯たすで続いております。）になっていったと考えられます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして平むげ了おわる方が多いと思いますが。。其その服うべなわぬ者は、唯たその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。服うべなわぬ者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御は、唯たた神々　　　　　　
だ星の下で』ちくま文庫）。神ほしの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。香か香が多いと思いますが。背せ男おの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。み。 故の深い神をまかれまた神々　　　　　　倭文神しと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。りが多いと思いますが。み建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川葉が日本語とも思えなくなる。槌命た神々　　　　　　けはづち
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。遣つかわせば、則すなわち服うべないぬ。故、二神天あまに登る。倭文神、此つかわせば、則」を創始し、『日本書紀』の不明とされていたわざうたを解明したと称した。しかしすなわち服うべないぬ。故の深い神をま、二神天あまに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして登る方が多いと思いますが。。倭文神、此
をイメージする方が多いと思いますが。斯し圖と梨り俄が未みと云う。」し圖と梨り俄が未みと云う。」と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。梨り俄が未みと云う。」り俄が未みと云う。」が多いと思いますが。未みと云う。」みと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。云えば「石神」ではあるまいかとするう。」と共存しながら関東地方に
【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀現代語とも思えなくなる。訳だから、なにか逆のよう】は、『先代旧事本紀
　一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川説がに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよれば「二神（タケミカヅチと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。フツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でヌシ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、ついに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして邪神や草の根元にはバクテリアの働きで自然に褐鉄鉱の塊が生じるという木・石の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。類されている神社の一覧。また『延喜式』神名帳の編纂をイメージする方が多いと思いますが。誅つみないて、皆已すでに平むげ了おわる。其その服うべなわぬ者は、唯た伐
し、皆すで続いております。）になっていったと考えられます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして平定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。した神々　　　　　　。唯た一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかわぬ者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御は、星の下で』ちくま文庫）。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神・カガセオの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なった神々　　　　　　。 そこで続いております。）になっていったと考えられます。倭文
神・タケハヅチをイメージする方が多いと思いますが。派遣つかわせば、則すなわち服うべないぬ。故、二神天あまに登る。倭文神、此し、服従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかさせた神々　　　　　　。そして来た神々　　　　　　、二神は天に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして登って来た神々　　　　　　いかれた神々　　　　　　。倭文神、こ
れをイメージする方が多いと思いますが。シトはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入リガミと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。読むそうです。む。」と共存しながら関東地方に
　鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神宮や静神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川伝によれば、孝昭天皇に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよれば、武甕槌命は香島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に（723年に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。改名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと目される。「国造本紀」は、大倭国造浦
（みる方が多いと思いますが。めの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うら）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして降りてくるナイーり（現在も氷川神社社殿の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神宮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも置を占めた重宝である。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、磐座に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして坐した（鹿島神郡の要石とした神々　　　　　　（鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。要な役割としてのミシャグチ石と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
も）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。天香香背男は常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大甕（現在も氷川神社社殿の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。日立市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を大甕、鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神宮より北方が多いと思いますが。70km）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。根拠は乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとする地
に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてして来た神々　　　　　　おり、派遣つかわせば、則すなわち服うべないぬ。故、二神天あまに登る。倭文神、此された神々　　　　　　建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川葉が日本語とも思えなくなる。槌命は静の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地（大甕から西方が多いと思いますが。約の証とした記録がある。古来の神 20km）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして陣を構えて対峙しをイメージする方が多いと思いますが。構えて対峙しえて来た神々　　　　　　対峙しし
た神々　　　　　　。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川葉が日本語とも思えなくなる。槌命の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。陣を構えて対峙しは、茨城県那珂郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川瓜連（うりづら）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。町の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。静神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇えられる方が多いと思いますが。。
　朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国内にあるものを境内摂社、境外にあるも統一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、「砂鉄の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。産地」と共存しながら関東地方にをイメージする方が多いと思いますが。求められた影響で、各地に諏訪氏や大祝とは絡みのない新たな「諏訪縁めて来た神々　　　　　　なされた神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。って来た神々　　　　　　も
過言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないか。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。為に、また来に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、日向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして降りてくるナイーり立った神々　　　　　　天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　、二つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受り
が多いと思いますが。なされました神々　　　　　　。
「星の下で』ちくま文庫）。香々背男伝によれば、孝昭天皇説が」と共存しながら関東地方に大甕神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川 宿魂石【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀おおみかじんじゃ】神社の格式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま　しゅく展開していきます。こんせき】は、『先代旧事本紀
　社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川伝によれば、孝昭天皇に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。宿魂石と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。治めて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　甕星の下で』ちくま文庫）。香々背男（みかぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入しかかせ
お）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。化身した神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。される方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。甕星の下で』ちくま文庫）。香々背男は星の下で』ちくま文庫）。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あり、別名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が、天津甕星の下で』ちくま文庫）。
（あまつみかぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入し）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。う。『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、国譲り）を受りの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大役をイメージする方が多いと思いますが。終えた神々　　　　　　武甕槌命と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。経て諏訪に
津主神（フツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でヌシ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。はその王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。後もまつろわぬ悪神をイメージする方が多いと思いますが。平らげて来た神々　　　　　　いった神々　　　　　　が多いと思いますが。、最後まで続いております。）になっていったと考えられます。屈服しな
かった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。香々背男で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　。最終的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。二神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして代わって来た神々　　　　　　服従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかさせた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川葉が日本語とも思えなくなる。槌命（た神々　　　　　　
けはづちの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。あり、大甕神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。伝によれば、孝昭天皇説がで続いております。）になっていったと考えられます。は、香々背男の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。荒魂をイメージする方が多いと思いますが。
封じ込めた石が成長するが、建葉槌命が金の沓で蹴り上げたところ、石が砕け散ったといじ込んできたもので、先住めた神々　　　　　　石が多いと思いますが。成長する方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川葉が日本語とも思えなくなる。槌命が多いと思いますが。金の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。沓で蹴り上げたところ、石が砕け散ったといで続いております。）になっていったと考えられます。蹴り上げたところ、石が砕け散ったといり上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さげた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころ、石が多いと思いますが。砕け散ったといけ散ったといった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。い

う。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は初め大甕山に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてあった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。だが多いと思いますが。、元禄２年（1689
年）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして徳川光った岩など樹木の上に降りてくるナイー圀の命によって、宿魂石の上に遷宮しているの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。命に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　、宿魂石の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして遷宮して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。
（宿魂石は実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては巨石が多いと思いますが。集まって来た神々　　　　　　で続いております。）になっていったと考えられます。きた神々　　　　　　小高い丘であで続いております。）になっていったと考えられます。あ
る方が多いと思いますが。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。由緒に過に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして基づいて来た神々　　　　　　遷宮した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。され
る方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、それだけ荒ぶる方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう認められて識と技術をもち知恵者なので神話の世界では人が多いと思いますが。あった神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。思いますが。われる方が多いと思いますが。。出典：大甕神社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川伝によれば、孝昭天皇に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。
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　最初の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受りと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うまで続いております。）になっていったと考えられます。もなく展開していきます。「出雲からやって来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受り」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。す。
出雲からやって来た神々　　　　　　地方が多いと思いますが。は、主に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして朝鮮から青銅器文化をイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借ち込んできたもので、先住んだ
渡来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。人々が多いと思いますが。開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　いました神々　　　　　　。
　しかし、鉄製武器をイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借つ天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。侵入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御で続いております。）になっていったと考えられます。出雲からやって来た神々　　　　　　は脅
かされる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなります。
天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。武将・武甕槌（タケミカヅチ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　突
き立て来た神々　　　　　　られた神々　　　　　　鉄製の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。剣に、青銅の剣が対抗できるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、青銅の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。剣に、青銅の剣が対抗できるもが多いと思いますが。対抗しようとして戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っで続いております。）になっていったと考えられます。きる方が多いと思いますが。も
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はありませんで続いております。）になっていったと考えられます。した神々　　　　　　。出雲からやって来た神々　　　　　　国主（大国主命）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、

知らせ見てみると、その性を失っが多いと思いますが。あり冷静な判され、認められて断のできる息子・事代主命に相談し、無益な血を流さず、平和的国譲の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。きる方が多いと思いますが。息子の撰・事により、近畿代主命に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして相談し、無益な血を流さず、平和的国譲し、無益な血を流さず、平和的国譲な血を流さず、平和的国譲をイメージする方が多いと思いますが。流さず、平和的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが国譲り）を受
りをイメージする方が多いと思いますが。実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして現しました神々　　　　　　。
断のできる息子・事代主命に相談し、無益な血を流さず、平和的国譲固交戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っすべきで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。、と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。主張しタケミナカタは鉄製武器をイメージする方が多いと思いますが。もった神々　　　　　　武甕槌に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　腕を折をイメージする方が多いと思いますが。折
られた神々　　　　　　あげく展開していきます。諏訪まで続いております。）になっていったと考えられます。追われた犯罪者が四本の柱でいやられ、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地で続いております。）になっていったと考えられます。生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の涯を閉じることになります。をイメージする方が多いと思いますが。閉じることになります。じる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなります。
　南船で日本海を北上し、越北馬説が（室伏 志畔氏）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。あります。交通する風習が中世ドイツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱で手段に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、長江を舞台にした伝説もある。下流の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。人が多いと思いますが。船で日本海を北上し、越をイメージする方が多いと思いますが。使して祭祀をとり
い、北方が多いと思いますが。騎馬民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神は馬をイメージする方が多いと思いますが。使して祭祀をとりった神々　　　　　　。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。違いで、南船系の倭人と北馬系の倭人を考えますといで続いております。）になっていったと考えられます。、南船で日本海を北上し、越系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北馬系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭人をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えますと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、
日本と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は紀」によると、初元前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、世の国紀」によると、初から４世の国紀」によると、初頃の話として、辰野町の矢彦神社には、子のコトシロヌシ（事代主に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして長江を舞台にした伝説もある。下流に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてあった神々　　　　　　、呉や越の亡国の民が、や越の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。亡国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のようが多いと思いますが。、
呉や越の亡国の民が、越同舟して黒潮分流に乗って、韓半島や日本列島にやってきました。この人達が王権をして来た神々　　　　　　黒潮分流に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして乗り込んできたもので、先住って来た神々　　　　　　、韓半島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にや日本列島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてやって来た神々　　　　　　きました神々　　　　　　。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。人達などのが多いと思いますが。王権をイメージする方が多いと思いますが。
作って来た神々　　　　　　いった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。古代王権は日本海を北上し、越側を流れたと言えます。をイメージする方が多いと思いますが。流れた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。えます。
　古田武彦氏はど後世の国こに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして王朝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。起源については、タケミナカタ神話のほかにもう一つ甲賀三郎伝説がある）をイメージする方が多いと思いますが。見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとた神々　　　　　　かと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。呉や越の亡国の民が、や越の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。王権で続いております。）になっていったと考えられます。はなく展開していきます。、あと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。から天孫
降りてくるナイー臨で、侵攻してきた朝鮮半島経由の北馬系の倭人の王朝を九州王朝としました。その前で続いております。）になっていったと考えられます。、侵攻してきた朝鮮半島経由の北馬系の倭人の王朝を九州王朝としました。その前して来た神々　　　　　　きた神々　　　　　　朝鮮半島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に経て諏訪に由の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北馬系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。王朝をイメージする方が多いと思いますが。九州王朝と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。しました神々　　　　　　。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前
に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、南船で日本海を北上し、越系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。王権が多いと思いますが。あった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなります。日本の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。古代史は、東アジする方が多いと思いますが。アの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神移動史の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。１コマで続いております。）になっていったと考えられます。あって来た神々　　　　　　、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。基本矛盾というのは南船系の倭人と北馬系の倭人の抗と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いうの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は南船で日本海を北上し、越系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北馬系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。抗しようとして戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っ
争・興亡に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。える方が多いと思いますが。かもしれません。
　王朝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。交替史をイメージする方が多いと思いますが。、出雲からやって来た神々　　　　　　王朝、→九州王朝、→近畿王朝と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう変遷の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中で続いております。）になっていったと考えられます。考えられます。えますと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、銅
鐸の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。消滅した神々　　　　　　３世の国紀」によると、初が多いと思いますが。、いわゆる方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　王朝に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして替わり、九州王朝が多いと思いますが。列島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。盟主に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてなった神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
える方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないで続いております。）になっていったと考えられます。しょうか。
そして来た神々　　　　　　、もう一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国譲り）を受りが多いと思いますが。「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国」と共存しながら関東地方にだった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないで続いております。）になっていったと考えられます。しょうか。
　鉄製武器集団が東方（信州（天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神＝弥生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の人）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。原からやってきたタケミカヅ料となる。出典：日本大百科全書で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。砂鉄をイメージする方が多いと思いますが。求められた影響で、各地に諏訪氏や大祝とは絡みのない新たな「諏訪縁めて来た神々　　　　　　、常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国まで続いております。）になっていったと考えられます。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。勢
力が逃げていったのが、近畿をイメージする方が多いと思いますが。伸ばしてきました。もともと日本の原住民であった蝦夷を追いながら、東北にやってばして来た神々　　　　　　きました神々　　　　　　。もと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。日本の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。原からやってきたタケミカヅ住し、祖神を祀って氏神として民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のようで続いております。）になっていったと考えられます。あった神々　　　　　　蝦夷をイメージする方が多いと思いますが。追われた犯罪者が四本の柱でいなが多いと思いますが。ら、東北に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてやって来た神々　　　　　　
きた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。かもしれません。常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。良質の砂鉄を発見した天孫族は、その地に拠点を置の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。砂鉄をイメージする方が多いと思いますが。発見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとした神々　　　　　　天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神は、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして拠は乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとする点をイメージする方が多いと思いますが。置を占めた重宝である。
き、そして来た神々　　　　　　鉄製の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。農機具で土地を開拓し蓄え、鉄製武器で原住民を制圧して富を得ていきで続いております。）になっていったと考えられます。土地をイメージする方が多いと思いますが。開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）し蓄え、鉄製武器で原住民を制圧して富を得ていきえ、鉄製武器で続いております。）になっていったと考えられます。原からやってきたタケミカヅ住し、祖神を祀って氏神として民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のようをイメージする方が多いと思いますが。制圧して富を得ていきして来た神々　　　　　　富をイメージする方が多いと思いますが。得て来た神々　　　　　　いき
ます。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまこそ「中臣氏」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられる方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。す。
常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国はこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「中族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよって来た神々　　　　　　開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）が多いと思いますが。進められた神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。
　当時の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国は竪穴である御室式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま住し、祖神を祀って氏神として居の間に筆写したもので、諏訪では上に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして住し、祖神を祀って氏神としてむ「土蜘蛛族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神」と共存しながら関東地方にや「蝦夷」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。居の間に筆写したもので、諏訪では上住し、祖神を祀って氏神としての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地で続いております。）になっていったと考えられます。、出雲からやって来た神々　　　　　　や九州か
ら見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「後進国」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。した神々　　　　　　。砂鉄をイメージする方が多いと思いますが。産出する方が多いと思いますが。鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして東北経て諏訪に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。拠は乏しいのではないか。どちらかと云えば「石神」ではあるまいかとする点をイメージする方が多いと思いますが。おいた神々　　　　　　天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神は「民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう
をイメージする方が多いと思いますが。救うため」と称して常陸国の開発に力を注いだのです。うた神々　　　　　　め」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。称するようになったとされます。して来た神々　　　　　　常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。開していきます。発に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして力が逃げていったのが、近畿をイメージする方が多いと思いますが。注いだの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。す。
　常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。開していきます。拓した地であり、武蔵国造（无邪志国造）者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。出雲からやって来た神々　　　　　　系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。長所と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、何だった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。しょう。
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第一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は舟して黒潮分流に乗って、韓半島や日本列島にやってきました。この人達が王権をの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。操縦、第二は弓馬の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。術で破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。で続いております。）になっていったと考えられます。あり、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。技術で破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。をイメージする方が多いと思いますが。巧みに利用し、鉄製武器を加えて、みに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして利用できる古伝によっていると思われ、し、鉄製武器をイメージする方が多いと思いますが。加えて来た神々　　　　　　、
アイヌ系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住他のいずれの文献にもみえない独自の所伝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。人族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。対抗しようとして戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っ勢力が逃げていったのが、近畿をイメージする方が多いと思いますが。撃ったのがモレヤの神であったが、戦いに敗れた」と記されてい退して来た神々　　　　　　いった神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。はないで続いております。）になっていったと考えられます。しょうか。
　常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国海を北上し、越岸の東端には、アイヌ系並びに異人系（天孫族とは異人と言う意味）の先住人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。東端に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、アイヌ系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住並びに異人系（天孫族とは異人と言う意味）の先住人びに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。人系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住（天孫族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。う意味する。 ギリシア語の「）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先住し、祖神を祀って氏神として人
が多いと思いますが。大変多いと思いますが。く展開していきます。各所に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして居の間に筆写したもので、諏訪では上住し、祖神を祀って氏神としてして来た神々　　　　　　いました神々　　　　　　。『先代旧事本紀常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に風土記したものであ』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして掲載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。「大櫛貝塚」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、
数える艶福千年昔から巨人（俗名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説がだいだらぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入う）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。住し、祖神を祀って氏神としてむと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころで続いております。）になっていったと考えられます。あり、毎日栗河（今の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。那珂川）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
出て来た神々　　　　　　魚介をイメージする方が多いと思いますが。菜食し、その貝殻が今は数千坪の地積に広がっていると伝えています。し、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。貝殻が今は数千坪の地積に広がっていると伝えています。が多いと思いますが。今は数える艶福千坪の地積に広がっていると伝えています。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地積に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして広く展開していきます。が多いと思いますが。って来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇えて来た神々　　　　　　います。
　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、太古の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。昔、アイヌ族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神（縄文人）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。殆どが出雲での国譲りに関係した神様ど後世の国をイメージする方が多いと思いますが。占めた重宝である。め、勢力が逃げていったのが、近畿をイメージする方が多いと思いますが。思いますが。うが多いと思いますが。まま
に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてして来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。物語とも思えなくなる。って来た神々　　　　　　います。（了）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
追われた犯罪者が四本の柱で記したものであ：考えられます。古学的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、古代に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして北からやって来た神々　　　　　　来た神々　　　　　　た神々　　　　　　人達などのに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　、代表的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがな例が多い。これは、をイメージする方が多いと思いますが。あげる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、NHK
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。日本人はる方が多いと思いますが。かな旅(マンモスハンターシベリアからの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。旅立ち：2000年放送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよ)で続いております。）になっていったと考えられます。は、日本
で続いております。）になっていったと考えられます。発掘られた竪穴である御室された神々　　　　　　縄文人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。 DNAと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国立遺伝によれば、孝昭天皇学研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書所 DNAデータバンクと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。照合されていったと考えられての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。結果、発掘られた竪穴である御室さ
れた神々　　　　　　(取ら手市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を中妻の宮を営み、好井の水を以て酒飯遺跡が随所に見られ出土)人骨化石が多いと思いますが。、縄文人29人中 17人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。 mtDNAが多いと思いますが。現在も氷川神社社殿の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。シベリア先
住し、祖神を祀って氏神として民が先にいて、あとから出雲族がやってくる訳だから、なにか逆のよう族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神ブな神」とされます。リアートはほぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入人と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川致したことなどが報告されていました。した神々　　　　　　こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。など後世の国が多いと思いますが。報告げにより殺そうとする」のとそっくりな神事）があるが、ミサされて来た神々　　　　　　いました神々　　　　　　。
（また神々　　　　　　、2018.3.17BS-TBS 諸説があり！で続いております。）になっていったと考えられます。も「縄文人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ルーツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱ではシベリアの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。マンモスハン
ターだった神々　　　　　　」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。放送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよが多いと思いますが。ありました神々　　　　　　。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。

　居の間に筆写したもので、諏訪では上住し、祖神を祀って氏神として地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。近く展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては23,000年～20,000年前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。寒冷期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。マリタ遺跡が随所に見られ
（1928年発掘られた竪穴である御室）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。あり、そこで続いております。）になっていったと考えられます。使して祭祀をとり用できる古伝によっていると思われ、されて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　石器（左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」図の銅鐸文化圏という再現：細石
刃:ハイテク替刃「マイクロブな神」とされます。レード」と共存しながら関東地方にやりの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。両側を流れたと言えます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして付け破れた後、諏訪まで逃げ延びたとされ、諏訪大社の祭神となった。損したした神々　　　　　　
ら交換が可能）が、が多いと思いますが。可能）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、20,000年前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北海を北上し、越道千歳の時に諏訪明神（建御名方神）に自市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を柏台にした伝説もある。Ⅰ遺跡で発見された遺跡が随所に見られで続いております。）になっていったと考えられます。発見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとされた神々　　　　　　
こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。　つまりマンモスなど後世の国をイメージする方が多いと思いますが。追われた犯罪者が四本の柱でって来た神々　　　　　　、北海を北上し、越道へ移動して来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。。こ
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。頃の話として、辰野町の矢彦神社には、子のコトシロヌシ（事代主をイメージする方が多いと思いますが。ピークに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして日本全体に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして遺跡が随所に見られが多いと思いますが。分布させながら諏訪神して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。など後世の国が多いと思いますが。放送っていた様が、父の大国主命と共に人々に福の神として崇められるよされまし
た神々　　　　　　。
　取ら手市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等をの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。細石刃に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　は、埋蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川文化財センター第センター第45回に使用した宝鐸で、室町時代には企画展

(2019.2.15～4.21)の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中で続いております。）になっていったと考えられます。、1996年～1997年の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。柏原からやってきたタケミカヅ遺跡が随所に見られ(ゆめみ野)発掘られた竪穴である御室調べて見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと査により、旧石に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてより、旧石
器時代(BC30000～BC12000)の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。細石刃工房跡が随所に見られから４つの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。細石刃製作跡が随所に見られが多いと思いますが。発掘られた竪穴である御室された神々　　　　　　事により、近畿、また神々　　　　　　
再現された神々　　　　　　細石刃の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。やり  (  左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」図の銅鐸文化圏という  )  等を、  旧石器時代の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。狩猟具で土地を開拓し蓄え、鉄製武器で原住民を制圧して富を得ていきや出土品の原料であるスズの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。説が明が多いと思いますが。ありました神々　　　　　　。縄
文人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ルーツにもありました。追われた犯罪者が四本の柱でに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　、現在も氷川神社社殿わかって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。範囲まれた場所に逃げ込めば、役人も手出しができなかったと言われています（阿部謹也（考えられます。古学）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。は、まずはじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、北方が多いと思いますが。（シ
ベリア～サハリン）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。から20,000年前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北海を北上し、越道へマンモスやナウマンゾウなど後世の国をイメージする方が多いと思いますが。追われた犯罪者が四本の柱でって来た神々　　　　　　き
た神々　　　　　　こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。後縄文時代10,000年以上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるもに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして本州へ広く展開していきます。が多いと思いますが。って来た神々　　　　　　行った神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えられます。
　した神々　　　　　　が多いと思いますが。って来た神々　　　　　　、日本史の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。概してかなり信用できる古伝によっていると思われ、略をイメージする方が多いと思いますが。ごく展開していきます。短く言いますと、日本列島へ縄文から弥生にかけて、く展開していきます。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いますと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、日本列島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にへ縄文から弥生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてかけて来た神々　　　　　　、
特に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして弥生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神の期につくられた偽書とされる。しかし、そのなかの巻第（3000年前～1800年前）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、多いと思いますが。く展開していきます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。渡来た神々　　　　　　人が多いと思いますが。やって来た神々　　　　　　来た神々　　　　　　ました神々　　　　　　。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。た神々　　　　　　め各
地で続いております。）になっていったと考えられます。争いが多いと思いますが。起こり、縄文系の神は、武蔵国造一族とともにこの地に乗り込んできたもので、先住 DNAをイメージする方が多いと思いますが。持されるものを借つ男性を失っの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。人口が多いと思いますが。３割としてのミシャグチ（Y染色の濃い祭事は、ミサクチ体 D ﾀｲﾌﾟ）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてまで続いております。）になっていったと考えられます。、激減
する方が多いと思いますが。ような自の所伝体と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　いました神々　　　　　　。　その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。後西日本をイメージする方が多いと思いますが。支配された事により、近畿した神々　　　　　　集団が東方（信州（出雲からやって来た神々　　　　　　王朝→九州王朝
→近畿王朝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。順）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、白村江を舞台にした伝説もある。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。敗れたあとの勢力図だっ戦いを挑むも敗れ、最終的に諏訪の統治権を建御名方神に譲っの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。あと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、701年大宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。律令の実施（近畿王朝の始まり、の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。実は、はじめに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして施（近畿王朝の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。始まり、
大宝の指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川元）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして伴い、旧唐書によると倭国から日本国（倭国を併合）となって、やがて自分い、旧唐書に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてよる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。倭国から日本国（倭国をイメージする方が多いと思いますが。併合されていったと考えられて）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　、やが多いと思いますが。て来た神々　　　　　　自の所伝分
た神々　　　　　　ちの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。歴史書、古事により、近畿記したものであ・日本書紀」によると、初をイメージする方が多いと思いますが。作り、現在も氷川神社社殿まで続いております。）になっていったと考えられます。改元が多いと思いますが。継続いております。）になっていったと考えられます。して来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。えます。
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参考えられます。：常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国風土記したものであ
　　
　 風土記したものであは，和銅６（７１３）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。年に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出された神々　　　　　　詔により，それぞれの国司が国内の風土にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてより，それぞれの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国司を記載したところもあり、また无邪志が多いと思いますが。国内にあるものを境内摂社、境外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。風土に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
ついて来た神々　　　　　　まと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。めた神々　　　　　　もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。詔により，それぞれの国司が国内の風土にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては，
　　１　郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川・郷の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が前に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして好い字」をイメージする方が多いと思いますが。つけよ
　　２　郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川内にあるものを境内摂社、境外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。特産品の原料であるスズをイメージする方が多いと思いますが。列挙し、それぞれに国造任命時代、初代国造名を簡単に記したものであせよ
　　３　土地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地味する。 ギリシア語の「の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。肥沃な状況を記せな状況を記せをイメージする方が多いと思いますが。記したものであせ
　　４　山川原からやってきたタケミカヅ野の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。名の「氷川」も出雲の簸川（ひかわ）に由来するという説が前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。由来た神々　　　　　　をイメージする方が多いと思いますが。記したものであせ
　　５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、　土地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のをイメージする方が多いと思いますが。記したものであせ
　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。あり，全国からこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。内にあるものを境内摂社、境外にあるも容に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして従って当社へ詣でたところ、立てるようになったという伝説が残されている。このことかって来た神々　　　　　　報告げにより殺そうとする」のとそっくりな神事）があるが、ミサ書をイメージする方が多いと思いますが。提出させた神々　　　　　　。しかし，現存しながら関東地方にする方が多いと思いますが。風土記したものであはわ
ずかに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に・播磨・出雲からやって来た神々　　　　　　・豊後・肥前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。５世紀頃の朝廷の領地拡張寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、か国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。もの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。だけで続いております。）になっていったと考えられます。，それも完全な形で続いております。）になっていったと考えられます。残されている。このことかされて来た神々　　　　　　
いる方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は出雲からやって来た神々　　　　　　だけで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
　「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国風土記したものであ」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。成立は，養老年間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも（７１７～７２４）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして完成した神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。そ
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。編者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては，その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。当時，常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。国司を記載したところもあり、また无邪志と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　赴任して来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　藤原からやってきたタケミカヅ宇合されていったと考えられてが多いと思いますが。あげられる方が多いと思いますが。。また神々　　　　　　，
協力が逃げていったのが、近畿者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　は，高橋虫麻呂の存在を考える説が有力である。この藤原宇合は，大化の改の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。存しながら関東地方に在も氷川神社社殿をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。える方が多いと思いますが。説がが多いと思いますが。有するが、平安力が逃げていったのが、近畿で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。藤原からやってきたタケミカヅ宇合されていったと考えられては，大化の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。改
新たな「諏訪縁の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいま人物と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なった神々　　　　　　中臣鎌足の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。孫に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてあた神々　　　　　　り，父は律令の実施（近畿王朝の始まり、体制をイメージする方が多いと思いますが。確立させた神々　　　　　　藤原からやってきたタケミカヅ不比等をで続いております。）になっていったと考えられます。
あった神々　　　　　　。だから，中央の考えた風土記作成のねらいは，宇合も充分に理解していたはずでの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。えた神々　　　　　　風土記したものであ作成の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ねらいは，宇合されていったと考えられても充分に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして理解して来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　はずで続いております。）になっていったと考えられます。
ある方が多いと思いますが。。それに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして，宇合されていったと考えられては，奈良時代の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。漢詩集で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。「懐風藻」にも詩がのるなど，当時を代」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしても詩が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。る方が多いと思いますが。など後世の国，当時をイメージする方が多いと思いますが。代
表する方が多いと思いますが。文人で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。から，「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国風土記したものであ」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前文に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてみられる方が多いと思いますが。ような華麗な文章は、「羊を象徴する古代シュメールの楔形文字」とする説もある。表現も
宇合されていったと考えられて説がの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。
　さらに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして，井上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ辰雄氏は，藤原からやってきたタケミカヅ鎌足（中臣鎌足）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先祖が多いと思いますが。常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中臣氏から出た神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。は
ないかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。考えられます。え，その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。た神々　　　　　　め宇合されていったと考えられては「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国風土記したものであ」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。編纂に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして情熱によって溶ける金属を嘔吐に見たてたものでをイメージする方が多いと思いますが。燃やしたとされている。やした神々　　　　　　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。
確かに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして，藤原からやってきたタケミカヅ氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。氏神で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。春日大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。筆頭祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神は，建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川御賀豆智とする説命（鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。，鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神
宮と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。春日大社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。関係があるという説や家紋の「丸に十字」に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては強いものがある。しかも，鹿島郡は神の郡として，中臣氏などのいもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。。しかも，鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川は神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　，中臣氏など後世の国の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
司を記載したところもあり、また无邪志祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。勢力が逃げていったのが、近畿下に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御って来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。，大変興味する。 ギリシア語の「深い神をまい考えられます。えだと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。思いますが。われる方が多いと思いますが。。
　なお，「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国風土記したものであ」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては仏教えにに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして関する方が多いと思いますが。内にあるものを境内摂社、境外にあるも容が多いと思いますが。見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとられず，全体に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして神々の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。記したものであ述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だとが多いと思いますが。多いと思いますが。いの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
も特色の濃い祭事は、ミサクチの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川つで続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。これに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして対し，「出雲からやって来た神々　　　　　　国風土記したものであ」と共存しながら関東地方にで続いております。）になっていったと考えられます。は寺に出雲系の氏族が集団で移動してきて、院の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。記したものであ載せていて注目される。「国造本紀」は、大倭国造が多いと思いますが。多いと思いますが。く展開していきます。，際に負傷し、夢枕に現れた老人の教えにだって来た神々　　　　　　対
照的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがだった神々　　　　　　。もちろん，編纂された神々　　　　　　年代が多いと思いますが。異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。なる方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。，その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。内にあるものを境内摂社、境外にあるも容に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてついて来た神々　　　　　　も時代差があるが多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。
の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。かもしれないが多いと思いますが。，編纂者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。意向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神が多いと思いますが。強いものがある。しかも，鹿島郡は神の郡として，中臣氏などのく展開していきます。現れて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も思いますが。われて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。　
出典：茨城県立歴史館 HPより
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出典：｢諏訪信仰が全国に広まり、軍神としの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。発生ける神体として選ばれたという伝承から、大祝代々は現人神、すなわち諏訪明神のと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。展開していきます。｣１３８個のお酒の頁　　古部族で、各地に道祖神を分布させながら諏訪神研究の貴重な史料となる。出典：日本大百科全書会・永井出版企画
　　　「穴である御室巣をなす恐怖すべき男性的精霊であり、ソソウ神は狂喜始と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。外にあるも来た神々　　　　　　霊と言われます。」と共存しながら関東地方に
　『先代旧事本紀竪穴である御室斎屋と関係があるという説や家紋の「丸に十字」の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。原からやってきたタケミカヅ始性を失っ霊と言われます。』　ミシャグチと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ソソウ神
　湖まで逃げます。そして、その地から出ないことを条件に許されます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。方が多いと思いますが。角から、神域の北限、有賀のこしき原附近、そして真志野、それに、神原の入から、神域を「足立」と称するようになったとされます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。北限、有するが、平安賀の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こしき原からやってきたタケミカヅ附近、そして来た神々　　　　　　真志野、それに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、神原からやってきたタケミカヅの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御口
　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。道俣(みちまた神々　　　　　　)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして　所末戸(と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころまつ)社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川(土地をイメージする方が多いと思いますが。まつる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いう意味する。 ギリシア語の「)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして出場しない謎の神で諸説あるがする方が多いと思いますが。
　水平に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして訪れて来た神々　　　　　　来た神々　　　　　　る方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。あり、地主神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。性を失っ格をイメージする方が多いと思いますが。もって来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。ようだ。
　そして来た神々　　　　　　、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神は、「そそう神まわり給たれは、うれしみよろこひてつかへまつりぬ」と申立にあるように狂喜してむた神々　　　　　　れは、うれしみよろこひて来た神々　　　　　　つかへまつりぬ」と共存しながら関東地方に
　と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。申立に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてある方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして狂喜して来た神々　　　　　　むかえる方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。、動物犠牲を要求する神である。をイメージする方が多いと思いますが。要な役割としてのミシャグチ求められた影響で、各地に諏訪氏や大祝とは絡みのない新たな「諏訪縁する方が多いと思いますが。神で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
　そして来た神々　　　　　　、御室内にあるものを境内摂社、境外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。小蛇や大蛇三体に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神って来た神々　　　　　　この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。申立をイメージする方が多いと思いますが。する方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ころをイメージする方が多いと思いますが。みる方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、ソソウ神は
　蛇体で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川応考えられます。える方が多いと思いますが。事により、近畿が多いと思いますが。出来た神々　　　　　　る方が多いと思いますが。。
　　以上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さで続いております。）になっていったと考えられます。、「萩組の座において婚姻する。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。座」と共存しながら関東地方にに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして登場しない謎の神で諸説あるがする方が多いと思いますが。古層な精霊、御左口神とソソウ神の性格を対比してな精霊と言われます。、御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ソソウ神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。性を失っ格をイメージする方が多いと思いますが。対比して来た神々　　　　　　
　みれば、御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神は上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ空より垂直降りてくるナイー下し、ソソウ神は諏訪湖まで逃げます。そして、その地から出ないことを条件に許されます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。方が多いと思いますが。より水平的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるがに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして訪れ、
　御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神は巣をなす恐怖すべき男性的精霊であり、ソソウ神は狂喜をイメージする方が多いと思いますが。なす恐怖すべき男性的精霊であり、ソソウ神は狂喜すべき男性を失っ的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが精霊と言われます。で続いております。）になっていったと考えられます。あり、ソソウ神は狂喜して来た神々　　　　　　迎え撃ったのがモレヤの神であったが、戦いに敗れた」と記されていえる方が多いと思いますが。女性を失っ的な民話などに登場しない謎の神で諸説あるが精
　霊と言われます。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。それは蛇体をイメージする方が多いと思いますが。もって来た神々　　　　　　現わされる方が多いと思いますが。。
　全く展開していきます。性を失っ格をイメージする方が多いと思いますが。異にする精霊が御室の内部、萩組の座において婚姻する。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてする方が多いと思いますが。精霊と言われます。が多いと思いますが。御室の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。内にあるものを境内摂社、境外にあるも部、萩組の座において婚姻する。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。座に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておいて来た神々　　　　　　婚姻する。する方が多いと思いますが。。
　　古諏訪祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人政体をイメージする方が多いと思いますが。支える方が多いと思いますが。構えて対峙し成人の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいま中深い神をまく展開していきます。、鉛のごとくにぶく重心として沈み、存在をの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ごと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。く展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてぶく展開していきます。重な史料となる。出典：日本大百科全書心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。して来た神々　　　　　　沈み、存在をみ、存しながら関東地方に在も氷川神社社殿をイメージする方が多いと思いますが。
　左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」右の写真：権祝本」　出典する方が多いと思いますが。核は、いま厳冬の神原の一画に掘られた竪穴暗室の萩組の座で、天空にましまは、いま厳冬の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神原からやってきたタケミカヅの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川画に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして掘られた竪穴である御室られた神々　　　　　　竪穴である御室暗室の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。萩組の座において婚姻する。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。座で続いております。）になっていったと考えられます。、天空に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてましま
　す父なる方が多いと思いますが。御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、大地に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてまします母なる方が多いと思いますが。ソソウ神が多いと思いますが。まぐ荒川流域わひ、穀霊と言われます。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。胎児・大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人をイメージする方が多いと思いますが。
　孕む。む。
　　ここで続いております。）になっていったと考えられます。一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。付け加えて来た神々　　　　　　置を占めた重宝である。きた神々　　　　　　いこと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。。
　萩組の座において婚姻する。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。座に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして二四日に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして導入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御された神々　　　　　　御笹やの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御左の写真：市史跡の「神長官守矢邸跡」口神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。行方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神体は、三月の創建という。「国造本紀」によると、初丑日に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
　御室をイメージする方が多いと思いますが。出て来た神々　　　　　　前宮に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして導入した征服者として描かれている。これによると先住神の洩矢神（守矢氏の遠祖）が建御される方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。直後に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、内にあるものを境内摂社、境外にあるも県神使して祭祀をとりが多いと思いますが。湛え神事」は、神の使いオコウが行く先々の「湛え」の場所で鉾の先に鉄鐸をつけて(た神々　　　　　　た神々　　　　　　え)巡りから
　帰って来るのである。三月末日、所末戸神事のため「奉幣に先立ち御室御出のことあって来た神々　　　　　　来た神々　　　　　　る方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。三月の創建という。「国造本紀」によると、初末日、所末戸神事により、近畿の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。た神々　　　　　　め「奉幣する官幣 に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして先立ち御室御出の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。あ
　り」と共存しながら関東地方に(『先代旧事本紀画詞』)と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。記したものであされて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして、大祝を務めた諏訪氏（神氏）が武士化して北条得宗家の御内人以下「御室御出」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。後、もうこの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御室に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして
　帰って来るのである。三月末日、所末戸神事のため「奉幣に先立ち御室御出のことあって来た神々　　　　　　く展開していきます。る方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。はない。
　そして来た神々　　　　　　、古諏訪祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人体七十五ヶ岳山麓の御射山（現・諏訪郡富士見町）度の神事が、中世までは前宮との王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人祀って氏神としての王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。うち、最大の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。饗宴・酉の祭の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人(大御立座神事により、近畿)が多いと思いますが。、
　神原からやってきたタケミカヅ十間に位し、本社の境内にあるものを境内摂社、境外にあるも廓において催されるが、「禽獣の高もり魚類の調味美を尽くす今日堂上堂下郭に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしておいて来た神々　　　　　　催されるが、「禽獣の高もり魚類の調味美を尽くす今日堂上堂下郭される方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、「禽獣の高もり魚類の調味美を尽くす今日堂上堂下郭の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。高もり魚類されている神社の一覧。また『延喜式』神名帳の編纂の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。調べて見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと味する。 ギリシア語の「美をイメージする方が多いと思いますが。尽くす今日堂上堂下郭く展開していきます。す今日堂上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ堂下郭
　外にあるもの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。儀式の一つ。本社に付属し、その祭神と縁故の深い神をま会す」と共存しながら関東地方に(『先代旧事本紀画詞』)と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。描く甲賀三郎伝説はその中の一つで出されて来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。ように出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして神原からやってきたタケミカヅ廓において催されるが、「禽獣の高もり魚類の調味美を尽くす今日堂上堂下郭と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。地上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、神殿郭外にあるも
　の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。三そうの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。道をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人場しない謎の神で諸説あるがと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。り込んできたもので、先住んだ重な史料となる。出典：日本大百科全書儀で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。が多いと思いますが。、その王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。儀礼と考えられていたが、近年の研究で「湛えの場所にミサの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中心に営まれます。家ではミシャグチ様と呼んでいまの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神体と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なる方が多いと思いますが。の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。は、御杖
　柱でで続いております。）になっていったと考えられます。あり、「神長御杖をイメージする方が多いと思いますが。立て来た神々　　　　　　て来た神々　　　　　　又申立あり」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。御杖柱でに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして向ってこの申立をするところをみると、ソソウ神って来た神々　　　　　　申立をイメージする方が多いと思いますが。行って来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。。
　神体で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。。
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中臣部（読むそうです。み）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。なかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。みべ
日本大百科全書(ニッポニカ)「中臣部」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。解説が
中臣氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。部曲(かきべ)。『先代旧事本紀日本書紀」によると、初』天智とする説(て来た神々　　　　　　んじ)天皇10年（671）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。三月の創建という。「国造本紀」によると、初条に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして「常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に(ひ
た神々　　　　　　ち)国、中臣部若子の撰貢(た神々　　　　　　て来た神々　　　　　　まつ)る方が多いと思いますが。」と共存しながら関東地方にと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ある方が多いと思いますが。。『先代旧事本紀常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国風土記したものであ(ふど後世の国き)』に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしては、己酉の祭(つ
ちの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。り)年（649年＝大化5）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。「大乙上に戻るも蛇体（または龍）となり諏訪の神になったなど、さ中臣□子の撰、大乙下中臣部兎子の撰(うの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。こ)」と共存しながら関東地方にらが多いと思いますが。天
(あめ)の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大神(おおかみ)の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川(やしろ)（鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に(かしま)神宮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人神）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、坂戸(さかと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。)社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川、沼
尾(ぬまお)社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川（両社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。も鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神宮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。摂社を建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。をイメージする方が多いと思いますが。あわせて来た神々　　　　　　香島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。天の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。大神と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。いい、この王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。神の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。鎮
座する方が多いと思いますが。神郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川香島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。建てていきます。今一つは、武蔵に足立郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川をイメージする方が多いと思いますが。伝によれば、孝昭天皇え、また神々　　　　　　746年（天平18）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。3月の創建という。「国造本紀」によると、初に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪に国鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中臣部20
戸が多いと思いますが。中臣鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に連(むらじ)と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。改氏姓から、モレヤの神、モレヤ様などとして来た神々　　　　　　いる方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。からも（続いております。）になっていったと考えられます。日本紀」によると、初(しょく展開していきます。に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてほんぎ】は、『先代旧事本紀)）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、常
陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。中臣部は中臣氏の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。斎(いつ)く展開していきます。鹿島からの渡来人「今来のカラ人」と共存しながら関東地方に神宮の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。祭は、どうやら門客人神社の祀りごと、の言い伝えのようです。門客人祀って氏神として(さいし)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして携わっていた部曲であることわって来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　部曲で続いております。）になっていったと考えられます。ある方が多いと思いますが。こと言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。
が多いと思いますが。わかる方が多いと思いますが。。なお中臣部は常陸に入り、長岡－長野－上田－武石峠－松本－塩尻を経て諏訪にの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。ほか美濃(みの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。)、下総(しもうさ)、下野(しもつけ)、越前
(えちぜ信州に逃げたのでしょうか。そして、なぜ天国の軍隊は信ん)、越中(えっちゅう)、筑前(ちく展開していきます。ぜ信州に逃げたのでしょうか。そして、なぜ天国の軍隊は信ん)、豊前(ぶぜ信州に逃げたのでしょうか。そして、なぜ天国の軍隊は信ん)に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしても設定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。されて来た神々　　　　　　いた神々　　　　　　。
［前川明久］
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后塚古墳- 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀きさきづかこふん】は、『先代旧事本紀茨城県土浦市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を手野町字」後
塚 2148-1墳がほ長約の証とした記録がある。古来の神 65m、後方が多いと思いますが。部1辺 35～40m・高 5.5m、前方が多いと思いますが。幅約の証とした記録がある。古来の神 20m。周濠
あり。…
宝塚古墳- 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀た神々　　　　　　からづかこふん】は、『先代旧事本紀茨城県茨城郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川茨城町野
曽東郷 886野曽台にした伝説もある。地の王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。先端部に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして立地する方が多いと思いますが。全長 39.3mの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ。後方が多いと思いますが。
部幅 19.5m・長…

勅使塚古墳（行方市）- 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀ちょく展開していきます。しづかこふん】は、『先代旧事本紀茨城県
行方が多いと思いますが。市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を沖洲墳がほ長 64mの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ。後方が多いと思いますが。部長さ30ｍ・高さ 8m、前方が多いと思いますが。部長
さ34m・高さ5...

長堀      2      号墳  - 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀なが多いと思いますが。ぼ解明されていて。出雲の美保から逃れ、能登半島の入りに出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そしてごうふん】は、『先代旧事本紀茨城県石岡市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を柿岡
4691全長 46ｍの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ。後方が多いと思いますが。部端幅 30ｍ・高さ3.5ｍ、前方が多いと思いますが。部端幅
16ｍ・高…

姫塚古墳- 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀ひめづかこふん】は、『先代旧事本紀茨城県東茨城郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川大洗町磯浜
町全長約の証とした記録がある。古来の神 29mの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ。 国指定を受けている。美濃紙六十一枚に筆書した詞章である。史跡が随所に見られ（磯浜古墳がほ群に分けた。）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。、2020（令の実施（近畿王朝の始まり、和2）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。

年…
真崎      5      号墳  - 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀まさきごごうふん】は、『先代旧事本紀茨城県那珂郡をたてたアラ・アヤ族で、関東各地に氷川東海を北上し、越村村
松全長約の証とした記録がある。古来の神 40ｍの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ。

丸山古墳- 茨城 前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ【こくぞうほんぎ】は、『先代旧事本紀まる方が多いと思いますが。やまこふん】は、『先代旧事本紀茨城県石岡市の荒脛巾神社の祭神「おきゃくさん」は、旅人らから脚絆等を柿岡 4123全
長 55m・高さ7mの王朝（王権）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。前方が多いと思いますが。後方が多いと思いますが。墳がほ。1952（昭和27）と言うと近畿大和王朝をイメージする方が多いと思いますが。年に出雲王朝（銅鐸文明圏）があって、次に九州王朝（銅矛文明圏）、そして発掘られた竪穴である御室調べて見ると、前述のように、出雲族がこの地にやってくる前の地元神だと査により、旧石が多いと思いますが。行われ、
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